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誰もが普通に働く、当たり前の社会をつくる

周りに相談することで仕事を円滑にし、不安を軽減

障害者雇用は、本当に些細なきっかけから始まりました

始まり、理念、法制度

就労移行支援事業所 １０

家具・ホームセンター勤務 齋田真司さん

障害者雇用促進法の概要国の施策 １２

厚生労働省 職業安定局 高齢・障害者雇用対策部 障害者雇用対策課

株式会社ウイングル

有限会社まるみ名刺プリントセンター

　今年の4月から民間企業に義務づけられる障害者の法定雇用率が1.8％から2.0％に引き上げられ、対象企業も従業員56人以上

から50人以上に拡大されました。また、雇用の分野における障害を理由とする差別の禁止（2016年4月施行）や、法定雇用率の

算定基礎の対象に精神障害者が加わること（2018年4月施行）が法制化されるなど、障害者の働く環境整備に向けた動きが進ん

でいます。

　今号では、障害者雇用の意義や関連する法律の解説、今回法定雇用率の対象となり、企業の関心も高まりつつある精神障害者の

働く現場や、支援者の声などをご紹介します。

●表紙写真
就労移行支援事業所ピアス
就労トレーニング（厨房部門）
（写真提供：社会福祉法人多摩棕櫚亭協会）
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そ
も
そ
も
障
害
、
障
害
者
と
は
何
か
。

字
義
か
ら
い
う
と
「
障
害
」
と
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
活
動
す
る
時
に
、
差
し
障

り
が
あ
り
不
具
合
や
不
利
を
受
け
る
こ
と

で
あ
る
。
日
常
生
活
か
ら
社
会
的
な
活
動

に
い
た
る
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
が
想

定
さ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
誰
も
が
障
害

を
持
つ
可
能
性
が
あ
り
、「
障
害
者
」
と
い

う
言
葉
も
本
来
は
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

従
来
、「
障
害
」
と
は
、
生
ま
れ
つ
き
の

も
の
、
何
ら
か
の
病
気
の
後
遺
症
と
し
て

起
き
た
も
の
、
事
故
な
ど
に
よ
る
怪
我
の

た
め
に
起
き
た
も
の
、
行
動
や
判
断
の
基

準
が
多
数
の
人
と
異
な
る
も
の
な
ど
、
外

見
や
医
学
的
に
判
別
が
可
能
な
も
の
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

　

生
ま
れ
た
時
か
ら
視
力
が
失
わ
れ
て
い

た
人
、
脳
梗
塞
な
ど
で
言
語
障
害
や
運
動

が
不
自
由
に
な
っ
た
人
、
交
通
事
故
で
脊

椎
損
傷
を
負
い
、
歩
行
が
困
難
に
な
り
車

い
す
利
用
者
に
な
っ
た
人
、
他
人
と
共
同

生
活
を
す
る
の
に
い
ろ
い
ろ
と
困
難
が
あ

る
人
な
ど
を
「
障
害
者
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

１
９
８
０
年
に
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
が
提
唱
し
た
国
際
障
害
分
類
で
は
、
障

害
を
「
機
能
・
形
態
障
害
（im

pairm
ent

）」、

「
能
力
障
害
（disability

）」、「
社
会
的
不
利

（handicap

）」
の
三
つ
の
区
分
に
分
類
し

た
。
そ
の
後
、
こ
の
分
類
の
問
題
点
や
多
く

の
構
造
モ
デ
ル
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
２
０
０
１
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
国
際
生
活
機

能
分
類
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
心
と
な
る
提

言
は
、
障
害
を
「
医
学
モ
デ
ル
」
か
ら
「
社

会
モ
デ
ル
」
へ
と
捉
え
直
す
こ
と
で
あ
る
。

　

医
学
モ
デ
ル
は
「
個
人
モ
デ
ル
」
と
も
い

わ
れ
、
医
学
的
知
識
に
よ
っ
て
障
害
の
診

断
や
解
決
策
を
考
え
る
と
い
っ
た
、
障
害

者
個
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
医
療
や

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
障
害
を

な
く
す
、
あ
る
い
は
軽
減
す
る
こ
と
を
目

指
す
。
一
方
、
社
会
モ
デ
ル
は
、
障
害
者
個

人
に
問
題
の
責
任
を
帰
す
る
の
で
は
な
く
、

障
害
が
も
た
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
社

会
の
問
題
で
あ
り
、
社
会
全
体
で
解
決
を
図

る
こ
と
を
目
指
す
。
多
様
な
障
害
者
が
い
る

の
に
、
そ
の
こ
と
を
考
慮
し
な
い
で
形
成
さ

れ
て
い
る
「
社
会
シ
ス
テ
ム
」
が
障
害
を
作

り
出
し
て
い
る
と
い
う
。

　

障
害
と
い
う
概
念
は
「
実
体
概
念
」
で

は
な
く
て
「
関
係
概
念
」
と
い
え
る
。
何

か
具
体
的
に
形
を
備
え
た
も
の
＝
実
体
で

は
な
く
て
、
場
＝
環
境
と
つ
な
が
り
を
持

つ
こ
と
で
能
力
障
害
が
生
じ
る
。

　

例
え
ば
、
私
た
ち
が
サ
バ
ン
ナ
に
連
れ

て
行
か
れ
て
、
生
活
す
る
こ
と
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
ら
、
水
の
入
手
方
法
や
食
べ
物

の
採
取
、
火
の
作
り
方
も
わ
か
ら
な
い
。

た
ち
ま
ち
生
命
の
危
険
に
侵
さ
れ
る
「
生

活
障
害
者
」
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
「
障
害
」
と
は
「
場
」
と
の
関
係
で
生
じ

て
く
る
。「
場
」
と
は
「
環
境
」
と
も
置

き
換
え
ら
れ
る
。
特
別
に
障
害
者
が
存
在

す
る
訳
で
は
な
く
、
誰
で
も
「
場
」
と
の

関
係
で
障
害
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　　

現
在
の
、
障
害
程
度
の
区
分
認
定
は
、

医
学
的
見
地
か
ら
み
た
「
機
能
障
害
」
を

基
準
に
定
め
ら
れ
て
い
て
、
機
能
障
害
か

ら
生
じ
る
「
能
力
障
害
」
を
推
測
し
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
能
力
障
害
は
「
時
」
と

「
場
合
」
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。
車

い
す
使
用
者
の
場
合
、
荷
役
作
業
は
最
重

度
の
能
力
障
害
を
持
つ
者
と
な
る
が
、
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
に
就
い
て
い
れ
ば
、
仕
事
上

は
そ
れ
ほ
ど
重
度
の
障
害
者
で
は
な
い
。

　

仕
事
の
内
容
如
何
に
よ
り
、
大
き
く
障

害
の
程
度
が
変
わ
る
。「
あ
る
場
」「
あ
る

状
況
」
が
前
提
に
な
っ
て
障
害
の
程
度
は

決
ま
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
区
分
認

定
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
多
数
者
中
心
」

に
作
ら
れ
て
い
る
社
会
シ
ス
テ
ム
が
障
害

を
生
み
出
し
、
障
害
者
を
無
力
化
し
て
し

ま
う
。
障
害
者
の
雇
用
は
、
社
会
全
体
で

取
り
組
む
と
い
う
意
識
の
転
換
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

（
日
本
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
広
報
課
長
等
歴
任
）

（
日
本
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
広
報
課
長
等
歴
任
）

障害者雇用をめぐって

小野　隆小野　隆

横浜市障害者社会参加推進センター　横浜市障害者社会参加推進センター　
ピア相談コーディネーターピア相談コーディネーター

障
害
、
障
害
者
と
は
何
か

働
く
「
場
」
で
の
障
害
を

ど
う
と
ら
え
る
か
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障
害
者
雇
用
は
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
、
ま
た
障

害
者
雇
用
の
促
進
に
関
連
す
る
代
表
的
な
法
制
度
の
意
義
や
こ

れ
ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
す
る
。

　

な
お
、
法
律
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、「
障
害
者
雇
用
促
進
法
の

概
要
」（
12
〜
13
ペ
ー
ジ
）
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

戦
争
と
障
害
者
雇
用

障害者雇用
納付金制度

　

障
害
者
の
雇
用
は
、
一
般
の
市

民
が
戦
場
に
赴
き
、
多
数
の
死
傷

者
を
生
み
出
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
（
1
9
1
4

〜
1
9
1
8
）
で
は
2
0
0
0
万

人
を
超
え
る
戦
傷
者
を
出
し
て
い

る
。
戦
傷
を
受
け
、
身
体
障
害
に

な
っ
た
人
た
ち
が
市
民
生
活
を
始

め
る
に
は
、
雇
用
の
場
に
復
帰
し

て
、
所
得
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
大
戦
後
の
経
済
不
況
や

社
会
不
安
は
失
業
者
の
増
大
を
生

み
出
し
、
戦
傷
者
（
障
害
者
）
の

一
般
労
働
市
場
へ
の
受
け
入
れ
は

困
難
を
極
め
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
1
9
1
9

年
に
、
労
働
者
の
労
働
条
件
や
生

活
水
準
の
改
善
を
目
的
と
す
る
国

際
労
働
機
関
（
I
L
O
）
が
設
立

さ
れ
た
が
、
1
9
2
0
年
に
ブ
リ

　

新
た
に
障
害
者
の
雇
用
が
法
的
義
務

と
さ
れ
、
そ
の
実
効
性
を
守
る
た
め
に

導
入
さ
れ
た
の
が
「
障
害
者
雇
用
納
付

金
制
度
」
で
あ
る
。「
身
体
障
害
者
雇

用
促
進
法
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
、

西
ド
イ
ツ
（
当
時
）
の
「
重
度
障
害
者

法
」（
１
９
７
４
年
制
定
）
で
は
、
法

定
雇
用
率
未
達
成
の
企
業
（
事
業
主
）

に
対
し
て
、「
雇
用
納
付
金
」
を
課
す

制
度
を
定
め
た
。
我
が
国
の
「
雇
用

納
付
金
」
に
あ
た
る
言
葉
は
、「
重
度

障
害
者
法
」
で
は
「
雇
用
調
整
金
＝

A
u
sg
le
ic
h
sg
a
b
e

」
と
謳
わ
れ
、
原

義
は
「
調
整
の
た
め
の
拠
出
」
で
あ
る
。

そ
の
意
味
は
、
障
害
者
を
雇
用
す
る
企

業
は
、
障
害
者
雇
用
の
た
め
に
相
応
の

作
業
施
設
・
設
備
等
の
改
善
、
職
場
環

境
の
整
備
、
雇
用
管
理
等
に
伴
う
特
別

な
配
慮
の
必
要
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
済
的
負
担
が
考
え
ら
れ
る
。
法
的
な

雇
用
義
務
を
誠
実
に
履
行
し
て
い
る
企

ュ
ッ
セ
ル
で
開
催
さ
れ
た
連
合
国

会
議
に
お
い
て
、「
戦
傷
者
に
対
す

る
職
種
留
保
の
た
め
の
提
案
」
が

討
議
さ
れ
た
。
そ
こ
で
官
公
庁
及

び
民
間
企
業
に
対
し
て
「
傷
痍
軍

人
を
雇
用
す
る
義
務
が
あ
る
」
と

い
う
勧
告
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
勧
告
を
受
け
て
ド
イ
ツ
（
ワ

イ
マ
ー
ル
共
和
国
）
を
は
じ
め
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ

ン
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
は
、

障
害
者
の
雇
用
義
務
を
定
め
た
法

律
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
は
さ
ら
に
多

く
の
戦
傷
者
を
生
み
出
し
た
。
大

戦
後
、
各
国
は
対
象
と
な
る
障
害

者
の
範
囲
を
傷
痍
軍
人
や
戦
争
障

害
者
か
ら
、
労
働
災
害
障
害
者
を

は
じ
め
と
し
た
、
す
べ
て
の
障
害

者
に
広
げ
て
い
っ
た
。

障
害
者
雇
用
の
始
ま
り

納付金は罰金ではない

1
9
1
4

1
9
1
9

1
9
2
0

1
9
3
9

1
9
4
9

1
9
5
1

1
9
5
6

1
9
6
0

1
9
7
2

1
9
7
5

1
9
7
6

　
1
9
8
1

1
9
8
2

1
9
8
7

　
　

　　　

障
害
者
雇
用
関
連
の
動
き

世
の
中
の
動
き

　
ド
イ
ツ
で
「
傷
痍
軍
人
に
関
す
る

雇
用
施
策
」
の
法
制
化
始
ま
る

国
立
傷
痍
軍
人
職
業
補
導
所
を
大

阪
・
福
岡
に
設
置

「
身
体
障
害
者
福
祉
法
」
制
定

「
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
制
定

「
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
」
制
定

第
１
回
身
体
障
害
者
技
能
競
技
大
会

（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
開
催

第
30
回
国
連
総
会
「
障
害
者
の
権
利

に
関
す
る
宣
言
」
採
択

「
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
改
正
。

「
障
害
者
雇
用
の
義
務
化
・
納
付
金

制
度
」
導
入  

※
写
真
1

第
31
回
国
連
総
会「
国
際
障
害
者
年
」

を
決
議　

※
写
真
2

第
37
回
国
連
総
会
「
国
連
・
障
害
者

の
十
年
」
を
宣
言

「
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
か
ら

「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
」（
障
害
者
雇
用
促
進
法
）

に
名
称
変
更
。
知
的
障
害
者
が
雇

用
対
象
と
な
る　

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発

国
際
労
働
機
関（
I
L
O
）

設
立

　
　第

二
次
世
界
大
戦
勃
発

湯
川
秀
樹
博
士
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞

対
日
講
和
条
約
調
印

日
本
が
国
際
連
合
に
加
盟

沖
縄
返
還

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結

　
　
　
　

　　
東
北
新
幹
線
開
業

　
　
　

　
　

　　　

　
害れ

　
概

障害者雇用の歩み
始まり、理念、法制度
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  特集●障害者の雇用に向けて

障
害
者
雇
用
率
制
度

　

欧
米
諸
国
で
は
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
復
興
期
に
、
障
害
者
雇
用
に

関
連
す
る
法
律
が
拡
充
さ
れ
、
障

害
者
の
雇
用
も
進
ん
で
い
っ
た
。
我

が
国
は
国
際
的
な
経
済
競
争
に
参

入
す
る
た
め
に
も
、
障
害
者
雇
用

の
促
進
の
た
め
の
、
よ
り
強
制
力
の

あ
る
立
法
を
行
う
必
要
に
迫
ら
れ

て
い
た
。

　

我
が
国
で
本
格
的
に
創
設
さ
れ

た
障
害
者
雇
用
法
制
は
、
１
９
６
０

年
制
定
の
「
身
体
障
害
者
雇
用
促

進
法
」
で
あ
る
。
同
法
の
眼
目
は
、

企
業
（
事
業
主
）
に
対
し
て
「
障

害
者
雇
用
率
制
度
」
を
設
け
た
こ

と
で
あ
る
。
雇
用
率
制
度
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
い
く
つ
か
の
国
で
は
既
に
採

用
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
「
努
力

義
務
」
と
は
い
え
、
制
度
化
し
た
こ

と
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
「
身
体
障
害
雇
用
促
進
法
」
の
制

定
後
、
高
度
成
長
期
を
迎
え
て
、
国

業
と
、
履
行
し
て
い
な
い
企
業
と
の
間

に
生
じ
る
経
済
的
な
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

を
図
る
た
め
に
、
そ
の
負
担
を
分
担
・

調
整
し
、
障
害
者
雇
用
を
促
進
し
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。　

　

障
害
者
雇
用
納
付
金
を
原
資
に
し

て
、
法
定
雇
用
率
以
上
の
障
害
者
を
雇

用
し
て
い
る
企
業
の
経
済
的
負
担
増
加

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
障
害
者
雇
用
調

整
金
が
支
給
さ
れ
る
。
ま
た
、
障
害
者

雇
用
に
必
要
な
経
費
（
作
業
施
設
の
設

置
・
改
善
、
住
宅
や
通
勤
手
段
の
確
保

な
ど
）
を
援
助
す
る
た
め
に
、
各
種
の

助
成
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
。

　

な
お
、
障
害
者
雇
用
納
付
金
は
あ
く

ま
で
も
、
拠
出
義
務
者
で
あ
る
企
業

の
、
障
害
者
の
雇
用
促
進
が
対
象
で
、

障
害
者
自
身
に
対
す
る
直
接
的
な
援
護

業
務
（
日
常
生
活
補
装
具
、
賃
金
補
填

等
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

罰
金
と
の
相
違
は
、
罰
金
が
反
社
会

的
行
為
に
対
す
る
強
い
制
裁
措
置
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
障
害
者
雇
用
納
付
金

は
、
経
済
的
負
担
の
調
整
や
助
成
金
等

の
財
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。
両
者
の
性
質
は
異
な
る
こ
と

を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

納
付
金
制
度
は
、
最
大
の
雇
用
の
場

を
提
供
す
る
企
業
が
、
共
同
し
て
障
害

者
雇
用
の
責
務
を
果
た
す
と
い
う
理
念

に
基
づ
く
も
の
と
言
え
る
。

内
外
的
な
視
点
か
ら
障
害
者
雇
用
の

促
進
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
小
企
業
で
は
、
障
害
者
雇
用
に
よ

り
労
働
力
不
足
を
補
う
と
い
う
一
面

も
見
受
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
国
内
の
経
済
情
勢

か
ら
、
障
害
者
施
策
は
転
換
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
大
企
業
に
お
い
て
も
障

害
者
雇
用
を
無
視
で
き
な
い
状
況
に

至
っ
た
。

　

１
９
７
６
年
に
身
体
障
害
者
の
雇

用
が
義
務
化
さ
れ
、
併
せ
て
身
体

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
を
根
幹

と
す
る
法
改
正
が
行
わ
れ
た
。
現
行

の
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
」
の
元
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
改
正
に
よ
り
雇
用
率
制
度

が
「
努
力
義
務
」
か
ら
「
法
的
義

務
」
に
改
め
ら
れ
た
。
い
わ
ば
企
業

「
道
義
的
目
標
」
が
法
的
な
裏
づ
け

を
も
っ
た
「
義
務
的
目
標
」
と
さ
れ

た
。

努
力
義
務
か
ら
法
的
義
務
へ

●参考文献

　『障害者雇用対策の理論と解説』

厚生労働省職業安定局　2003

　『日本障害者雇用促進協会のあゆみ』

日本障害者雇用促進協会　2003

　『身体障害者雇用促進協会10年史』

身体障害者雇用促進協会　1987

　『日本障害者雇用促進協会20年史』

日本障害者雇用促進協会　1997

　『障害者雇用における割当雇用・納付金制度の役割』「リハビリテー

ション研究」第63号

財団法人日本障害者リハビリテーション協会　1990
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写真2　国際障害者年ポスター
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1

2
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2
0
1
3

「
A
D
A
」（
障
害
を
持
つ
ア
メ
リ
カ

人
法
）
制
定
（
ア
メ
リ
カ
）

「
障
害
者
基
本
法
」
制
定

「
障
害
者
白
書
」
発
刊

W
H
O
「
国
際
生
活
機
能
分
類
」

採
択

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
成
立

「
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
改
正
。
精

神
障
害
者
が
雇
用
対
象
と
な
る
。

「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
成
立

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
か
ら
「
障

害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活

を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

律
」（
障
害
者
総
合
支
援
法
）
に
名

称
変
更

「
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
改
正
。
法

定
雇
用
率
の
算
定
基
礎
の
見
直
し

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
成
立

　
東
西
ド
イ
ツ
統
一

ア
メ
リ
カ
で
同
時
多
発

テ
ロ

京
都
議
定
書
発
効

　
東
日
本
大
震
災

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

　

（文・写真提供　小野　隆）
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※就労移行支援事業

障害者自立支援法に定められた障害福祉サービスの一つ。企業などへの一般就労を希望し、知識・能力の向上や職

場体験などを通じて職場への就労が見込まれる65歳未満の人に対して、作業訓練や企業等での職場実習、就職後の

職場定着支援などを行う。利用期間は原則２年。同法は2013年に改正され、名称も「障害者総合支援法」と改めら

れた。

ぱ
な
し
で
は
な
く
、
評
価
が
つ
き
ま
す
。
能

力
に
つ
い
て
の
凸
凹
は
個
人
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
か
ら
、
勤
務
時
間
や
通
勤
時
間
を
考
慮

し
な
が
ら
就
職
先
を
探
し
て
い
き
ま
す
。
フ

ァ
ー
ス
ト
・
ス
テ
ッ
プ
は
あ
ま
り
背
伸
び
し

な
い
も
の
。「
病
気
を
悪
く
し
な
い
で
働
く
」

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

齋
田
さ
ん
は
同
時
に
複
数
の
指
示
が
来
る

こ
と
に
弱
か
っ
た
の
で
、
一
つ
ず
つ
終
わ
ら

せ
て
次
に
い
け
る
よ
う
な
仕
事
と
い
う
観
点

と
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
中
で
力
を
発
揮
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
短
時
間
の
求
人
が
あ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
「
清
掃
」
に
狙
い
を
定
め
ま
し

た
。

齋
田　

清
掃
は
、
場
所
、
時
間
、
道
具
、
手

順
な
ど
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
分
に

と
っ
て
や
り
や
す
く
、
確
実
に
成
果
が
上
が

　

齋
田
真
司
さ
ん
は
、
統
合
失
調
症
の
発
症

後
、
調
子
が
す
ぐ
れ
ず
数
カ
月
間
の
入
院

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
後
い
く
つ
も
ア

ル
バ
イ
ト
で
の
就
業
を
経
験
す
る
が
、
長
期

就
労
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
就
労
移

行
支
援
施
設
で
の
訓
練
を
経
て
、
現
在
は
家

具
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
働
く
齋
田
さ
ん
と
、

支
援
し
て
き
た
山
地
さ
ん
に
お
話
を
う
か

が
っ
た
。

齋
田　

ス
ー
パ
ー
の
商
品
陳
列
や
包
装
、
飲

食
店
の
厨
房
で
の
洗
い
作
業
、
引
越
作
業
な

ど
、
６
年
間
ほ
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
長
続
き
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
の
場
合
、
自
分
の
考
え
に
固
執

し
て
、
周
り
の
状
況
に
対
応
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
、
対
人
関
係
が
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
病
気
の
こ
と
は
オ
ー
プ
ン
に

し
た
り
し
な
か
っ
た
り
で
し
た
が
、
理
解
や

配
慮
が
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で

す
。
自
分
で
あ
え
て
そ
う
い
う
職
場
に
入
っ

て
い
っ
て
力
試
し
を
し
て
み
た
か
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
き
ち
ん
と
就
職
し
た
い
と
考
え
、

ま
ず
多
摩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
相
談
に

行
き
、
そ
こ
で
就
職
の
準
備
の
た
め
の
訓
練

を
受
け
る
就
労
移
行
支
援
事
業
所
「
ピ
ア
ス
」

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
地
圭
子
さ
ん
は
、
当
時
ピ
ア
ス
で
担
当

者
と
し
て
齋
田
さ
ん
を
支
援
し
た
（
現
在
は

併
設
施
設
で
あ
る
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
「
オ
ー
プ
ナ
ー
」
施
設
長
に
異
動
）。

山
地　

ピ
ア
ス
で
は
、
職
業
の
準
備
性
を
高

め
て
か
ら
、
就
職
す
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
就
き
た
い
職

業
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
を
や
る
の
で
は
な

く
、
仕
事
に
必
要
な
基
礎
の
力
を
つ
け
る
た

め
に
、
共
通
の
就
労
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま

す
。
軽
作
業
、
厨
房
部
門
、
環
境
整
備
部
門

（
清
掃
）、
事
務
補
助
部
門
な
ど
の
作
業
を
通

じ
て
、
自
分
の
力
に
気
づ
い
て
い
く
と
同
時

に
、
自
分
の
病
気
に
つ
い
て
も
気
づ
い
て
受

容
し
て
い
く
。
特
に
精
神
障
害
の
あ
る
人
は
、

経
験
と
自
信
が
不
足
し
て
い
ま
す
の
で
、
①

体
力
を
つ
け
る
、
②
挨
拶
が
で
き
る
、
③
指

示
通
り
に
動
け
る
、
の
三
つ
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。

齋
田　

平
日
の
４
時
間
、
２
年
間
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
し
た
。
得
意
な
も
の
だ
け
で
は
な

く
苦
手
な
こ
と
も
や
る
と
、
自
分
で
は
わ
か

ら
な
か
っ
た
気
づ
き
が
得
ら
れ
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
面
か
ら
客
観
的
に
自
分
を
見
る
こ
と

は
必
要
で
し
た
。

山
地　

本
人
が
納
得
し
て
い
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
そ
れ
が
必
要
と
思
わ
な
か
っ
た
ら
取

り
入
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
。
お
互
い
の
理

解
を
進
め
、
信
用
し
て
も
ら
え
る
支
援
の
関

係
を
作
る
。
同
じ
病
名
で
も
症
状
が
違
い
ま

す
し
、
一
人
ひ
と
り
の
波
も
あ
り
ま
す
。
客

観
的
な
理
解
と
本
人
の
自
己
理
解
が
一
致
し

て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
面
談
だ
け
で

わ
か
る
も
の
で
は
な
い
。
一
緒
に
仕
事
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
中
で
見
え
て
く
る
ん
で

す
。

山
地　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
の
は
や
り
っ

周りに相談することで
仕事を円滑にし、不安を軽減

就労者に聞く

32歳。東京都出身。
調布市の家具・ホームセンター勤務。

齋田真司さん

■
就
労
移
行
支
援
事
業
所
「
ピ
ア
ス
」へ

■
就
職
へ

●就労移行支援事業所「ピアス」
社会福祉法人多摩棕櫚亭協会運営の就労移行支

援事業所。東京都国立市。一般就労を希望する、

主に精神障害の人に準備訓練（トレーニング、

就労プログラム、職場実習など）を提供。立川

に分場「トゥリニテ」がある。多摩棕櫚亭協

会では、他に

障害者就業・

生活支援セン

ター「オープナー」、相談支援事業 

地域活動支援センターⅠ型「な

びぃ」、地域活動支援センターⅡ型

「棕櫚亭Ⅰ」などを運営している。

山地圭子さん
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い
。
見
え
な
い
も
の
を
見
え
る
よ
う
に
し
て

い
っ
た
り
、
難
し
い
も
の
を
簡
単
に
し
て
い

っ
た
り
す
る
こ
と
が
、
精
神
疾
患
の
人
が
こ

れ
か
ら
就
職
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
、
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
心
の
中
の
こ
と
を
口
に
出
し
て
言
え
ば
、

周
り
の
人
に
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
い
、
助
け

て
も
ら
い
、
自
分
が
安
心
で
き
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
自
分
も
努
力
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
就
職
の
た
め
に
今
、
自
分
に
何
が
必

要
な
の
か
を
見
極
め
な
が
ら
、
職
業
の
準
備

性
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

メ
モ
を
と
っ
た
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る
癖
を

つ
け
る
と
い
っ
た
こ
と
も
役
立
ち
ま
す
。

山
地　

や
っ
ぱ
り
周
り
に
相
談
す
る
こ
と
で

す
。
離
職
の
一
番
の
原
因
は
、
相
談
を
し
て

い
な
い
か
ら
な
ん
で
す
よ
。
辞
め
た
く
な
っ

て
し
ま
う
の
は
、
本
人
の
要
因
だ
け
で
は
な

い
こ
と
も
あ
る
。
本
人
が
一
人
で
溜
め
込
ん

で
し
ま
う
と
、
結
局
辞
め
ざ
る
を
得
な
く
な

り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
働
い
て
い
る
今
日
の
齋
田
さ
ん

か
ら
は
想
像
が
つ
か
な
い
ほ
ど
具
合
の
悪
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
着
実
に
積

み
重
ね
て
こ
こ
ま
で
き
て
い
る
。
仕
事
を
す

る
こ
と
で
本
人
た
ち
が
さ
ら
に
成
長
し
て
い

け
る
と
い
う
こ
と
を
、
企
業
の
方
々
に
も
わ

か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
、
雇
用
率
の
改
定
を
機
に
企
業
が
慌
て

て
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
部
分
も
あ
る
だ

け
に
、
き
ち
ん
と
定
着
に
つ
な
が
る
丁
寧
な

支
援
が
で
き
て
い
る
か
、
私
た
ち
も
試
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

る
仕
事
だ
と
手
応
え
は
感
じ
て
い
ま
し
た
。

主
治
医
の
先
生
に
も
「
週
に
３
、４
日
、
３

〜
４
時
間
く
ら
い
の
仕
事
か
ら
始
め
る
の
が

い
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
自
分

と
ピ
ア
ス
、
医
師
の
意
見
が
一
致
し
て
い
ま

し
た
。

　

２
０
１
２
年
５
月
、
齋
田
さ
ん
は
家
具
・

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
定
時
社
員
と
し
て
就

職
。
月
〜
木
曜
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
２
時

ま
で
勤
務
し
て
い
る
。
当
初
は
会
社
側
の
配

慮
で
週
１５
時
間
勤
務
だ
っ
た
が
、
半
年
経
っ

た
と
き
に
２０
時
間
に
伸
ば
し
た
。
店
長
か
ら

は
「
も
っ
と
働
き
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
声
を
か
け
て
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

齋
田　

今
の
仕
事
は
、
家
具
売
場
の
清
掃
と

売
場
の
ご
案
内
な
ど
の
簡
単
な
接
客
で
す
。

心
が
け
て
い
る
の
は
、
休
ま
な
い
こ
と
、
遅

刻
を
し
な
い
こ
と
。
例
え
ば
、
体
調
が
あ
ま

り
よ
く
な
い
と
き
は
薬
を
飲
ん
で
体
調
を
整

え
る
、
疲
れ
て
い
る
と
き
は
早
め
に
寝
る
。

服
薬
の
副
作
用
と
し
て
は
、
少
し
眠
気
が
あ

っ
た
り
、
多
少
の
ど
が
渇
い
た
り
し
ま
す
が
、

大
き
な
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

職
場
に
行
っ
た
ら
必
ず
挨
拶
を
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
店
長
に
は
そ
の
日
の
予

定
の
連
絡
や
仕
事
の
報
告
を
し
ま
す
し
、
接

客
時
に
売
場
が
案
内
で
き
な
い
と
き
や
、
家

具
の
質
問
に
答
え
ら
れ
な
い
と
き
に
は
、
自

分
か
ら
同
僚
に
聞
い
た
り
相
談
し
た
り
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
親
切
に
答
え
て
対

応
し
て
く
れ
る
の
で
、
私
も
不
安
や
心
配
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
休
憩
中
に
仕
事
以
外

の
趣
味
の
話
な
ど
も
で
き
ま
す
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
対
人
関
係
は
う
ま
く
い
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

山
地　

障
害
者
雇
用
に
慣
れ
て
い
て
、
ノ
ウ

ハ
ウ
が
あ
る
会
社
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
し
、
最
初
は
や
は
り
ハ
ラ
ハ
ラ

し
て
見
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
や
は
り
齋
田

さ
ん
の
働
き
ぶ
り
で
信
用
さ
れ
ま
し
た
。
齋

田
さ
ん
は
、
会
社
で
働
き
な
が
ら
同
時
に
会

社
に
働
き
か
け
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す

ね
。

　

会
社
に
定
着
し
て
い
く
に
は
、
個
人
の
力

に
対
し
て
仕
事
の
量
と
質
が
合
っ
て
い
る
か
、

そ
し
て
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か

ど
う
か
、
そ
こ
が
大
事
で
す
。
本
人
の
特
性

と
会
社
の
特
性
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
い
か
に

図
っ
て
い
く
か
が
私
た
ち
の
課
題
で
す
ね
。

│
│
仕
事
を
し
て
い
て
う
れ
し
い
こ
と
は
何
で
す

か
。

齋
田　

当
た
り
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
給

料
を
も
ら
え
る
こ
と
で
、
経
済
的
に
生
活
が

安
定
す
る
と
い
う
の
は
大
き
い
で
す
。
ま
た
、

自
分
が
売
場
を
き
れ
い
に
し
て
お
客
様
に
喜

ん
で
も
ら
え
た
り
、
売
場
が
わ
か
ら
な
く
て

困
っ
て
い
る
と
き
に
教
え
て
あ
げ
ら
れ
た
り

す
る
と
、
や
は
り
喜
び
、
達
成
感
を
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　

以
前
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
と
き
と
は

全
然
違
い
ま
す
ね
。
山
地
さ
ん
や
ジ
ョ
ブ
コ

ー
チ
が
入
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
今
の

自
分
が
あ
り
、
仕
事
を
続
け
て
い
け
て
い
る

と
実
感
で
き
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
の
と
き
は

自
分
一
人
だ
し
、
ち
ょ
っ
と
無
理
し
て
い
た

な
と
い
う
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

山
地　

入
職
し
た
て
の
と
き
は
、
仕
事
を
覚

え
、
職
場
の
人
と
も
う
ま
く
関
係
を
作
り
、

会
社
の
風
土
を
理
解
し
て
、
と
い
っ
た
こ
と

を
同
時
に
や
る
の
は
大
変
で
す
か
ら
、
最
初

は
ま
ず
本
人
が
仕
事
の
こ
と
に
専
念
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
現
場
の
担
当
者
が
い
な
い
と

き
に
、
だ
れ
に
話
を
す
れ
ば
よ
い
か
や
、
会

社
側
の
評
価
、
期
待
し
て
い
る
こ
と
を
聞
い

て
本
人
に
伝
え
る
。
会
社
と
の
つ
な
ぎ
役
と

し
て
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

│
│
こ
れ
か
ら
の
抱
負
、
目
標
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
す
か
。

齋
田　

今
は
週
４
日
、
１
日
５
時
間
働
い
て

い
ま
す
が
、
週
５
日
を
目
標
に
し
た
い
。
そ

の
た
め
の
体
力
作
り
、
ホ
ウ
・
レ
ン
・
ソ
ウ

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
や

る
。
現
状
は
順
調
に
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
将
来
も
見
据
え
て

向
上
心
を
も
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
常
に

思
っ
て
い
ま
す
。

齋
田　

障
害
、
精
神
疾
患
が
あ
る
か
ら
就
職

で
き
な
い
と
は
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
ん
で

す
。
や
る
気
と
準
備
と
行
動
が
あ
れ
ば
就
職

で
き
ま
す
。
就
職
に
よ
っ
て
生
活
が
安
定
す

る
だ
け
で
は
な
く
て
、
病
状
の
安
定
・
回
復

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

私
の
場
合
、
自
分
の
考
え
が
正
し
い
と
決

め
つ
け
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
周

り
の
人
に
聞
い
た
り
相
談
し
た
り
す
る
と
仕

事
は
ず
っ
と
や
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
頭

の
中
で
考
え
る
こ
と
、
心
の
中
で
感
じ
る
こ

と
は
、
目
に
見
え
ま
せ
ん
。
人
は
表
に
出
る

表
情
や
態
度
や
行
動
で
判
断
す
る
し
か
な

特集●障害者の雇用に向けて

●
こ
れ
か
ら
就
職
を
目
指
す
人
へ
の

　

ア
ド
バ
イ
ス
、
メ
ッ
セ
ー
ジ



■
「
販
売
」
か
ら
「
制
作
」
に
転
身

※　民間企業の場合、従業員50人以上の規模で、2.0％以上の障害者の雇用義務がある。
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入
れ
よ
う
」
と
い
う
の
が
本
音
で
し
た
。

　

研
修
受
け
入
れ
側
と
し
て
は
、
当
社
の
規

模
で
は
障
害
者
雇
用
の
義
務
（※）

は
な
い
の
で
、

ど
ん
ど
ん
新
し
い
人
が
来
て
、
そ
し
て
ま
た

卒
業
し
て
い
く
。
訓
練
の
場
だ
け
提
供
し
て

い
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、
訓
練
生

の
一
人
が
、
と
て
も
当
社
の
雰
囲
気
に
合
っ

て
い
る
し
、
優
秀
だ
っ
た
の
で
、
ア
ル
バ
イ

ト
と
し
て
続
け
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。
そ
し

て
今
年
の
１
月
か
ら
、
正
社
員
で
働
い
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

彼
女
は
、
名
刺
を
カ
ッ
ト
す
る
ス
ピ
ー
ド

が
と
て
も
速
か
っ
た
ん
で
す
。
名
刺
制
作
の

仕
事
は
何
時
間
も
何
時
間
も
立
ち
っ
ぱ
な
し

の
作
業
な
の
で
す
が
、
て
き
ぱ
き
と
、
い
い

ス
ピ
ー
ド
で
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
か
ら
障
害
者
を
雇
用
す
る
意
図
が
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
う
ち
で
働
い
て

く
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
た
人
が
、
た
ま
た
ま

障
害
を
も
っ
て
い
た
、
と
い
う
感
覚
で
す
ね
。

　

三
鴨
社
長
は
東
京
中
小
企
業
家
同
友
会
の

会
員
。
同
友
会
は
昭
和
３２
年
創
立
。
中
小
企

業
家
が
集
ま
っ
た
自
主
運
営
の
会
。
各
都
道

府
県
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
会
員
数

は
全
体
で
４
１
、０
０
０
社
（
２
０
１
１
年
１１

月
現
在
）。

　
　
　

│
│
東
京
中
小
企
業
家
同
友
会
で
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
な
さ
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

三
鴨　

こ
の
会
は
基
本
的
に
は
中
小
零
細
企

　　

東
京
都
新
宿
区
の
有
限
会
社
ま
る
み
名
刺

プ
リ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
た
。
南
側
に
は

高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。

　

正
社
員
４
名
の
う
ち
障
害
者
は
２
名
（
統

合
失
調
症
、
広
汎
性
発
達
障
害
）、
パ
ー
ト

２
名
。
他
に
就
労
移
行
支
援
事
業
の
訓
練
者

を
常
時
受
け
入
れ
て
い
る
。
勤
務
時
間
は
、

９
時
か
ら
１８
時
、
１０
時
か
ら
１９
時
の
２
シ
フ

ト
制
。

│
│
起
業
さ
れ
た
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

三
鴨　

当
社
は
１
９
９
６
年
に
、
父
が
起
業

し
ま
し
た
。
私
は
２
代
目
で
す
。
父
は
、
も

と
も
と
松
下
電
器
の
代
理
店
を
し
て
い
て
、

パ
ナ
フ
ァ
ク
ス
な
ど
の
販
売
を
し
て
い
た
の

で
す
。

　

パ
ナ
フ
ァ
ク
ス
以
外
に
は
、
画
像
作
成
機

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｔ

Ｐ
の
走
り
み
た
い
な
機
械
で
す
ね
。「
こ
の

機
械
と
プ
リ
ン
タ
ー
が
あ
れ
ば
、
自
分
で
名

刺
が
作
成
で
き
ま
す
」
と
い
う
セ
ー
ル
ス
で

特
例
子
会
社
、
銀
行
、
生
命
保
険
会
社
な
ど

に
飛
び
込
み
販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

W
in
d
o
w
s

が
普
及
し
始
め
た
ら
、
そ
の
機

械
が
な
く
て
も
、
皆
、
パ
ソ
コ
ン
で
作
れ
る

よ
う
に
な
り
、
売
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
製

造
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、

名
刺
制
作
の
仕
事
は
結
構
手
間
が
か
か
る
の

で
、そ
れ
ま
で
取
引
の
あ
っ
た
企
業
か
ら
「
お

宅
で
作
っ
て
く
れ
な
い
？
」
と
い
う
声
が
増

え
て
き
て
、
そ
れ
だ
っ
た
ら
販
売
か
ら
制
作

に
変
更
し
よ
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
起
業
す

る
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
　
　

│
│
障
害
者
を
雇
用
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た

の
で
す
か
？

三
鴨　

私
は
東
京
中
小
企
業
家
同
友
会
に
所

属
を
し
て
い
て
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
方
が

就
労
移
行
支
援
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
木
村

志も
と
よ
し義

さ
ん
で
し
た
。
木
村
さ
ん
か
ら
、
私
の

会
社
で
も
訓
練
生
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な

い
か
と
頼
ま
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
ん

で
す
。
受
け
入
れ
は
、
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

今
日
も
一
人
来
て
い
ま
す
よ
。

　

当
時
、
当
社
は
人
手
が
足
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ち
ょ
う
ど
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
直

後
で
、
資
金
繰
り
に
も
大
変
な
時
期
だ
っ
た

の
で
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
う
の
も
お
金
が

も
っ
た
い
な
か
っ
た
。
で
も
、
忙
し
い
。「
手

伝
っ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
助
か
る
。
受
け

障害者雇用は、本当に些細な
きっかけから始まりました

障害者雇用企業

有限会社まるみ名刺プリントセンター
代表取締役：三

みかも

鴨みちこ
所在地：東京都新宿区
業務内容：名刺制作
従業員数：４人

■
雇
い
た
い
と
思
っ
た
人
が
た
ま
た
ま

　

障
害
を
も
っ
て
い
た
だ
け

■
受
け
入
れ
の
き
っ
か
け
は

　

些
細
な
こ
と
か
ら

代表取締役

三鴨みちこ氏
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皆
さ
ん
「
取
っ
付
き
に
く
い
」
と
か
、「
面
倒

く
さ
い
」
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
す
ね
。
な

か
な
か
進
ん
で
い
か
な
い
の
が
現
状
な
の
か

な
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

あ
る
業
界
の
経
営
者
が
、「
高
度
な
技
術
を

必
要
と
す
る
業
務
な
の
で
、
障
害
者
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
困
難
だ
」
っ
て
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
健
常
者
だ
っ
て
ミ
ス
は

必
ず
犯
し
ま
す
し
ね
。
な
ん
か
違
う
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
ミ
ス
を
最
終
的
な
と
こ
ろ

ま
で
も
っ
て
い
か
な
い
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ

と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
ん
な
会
社
で
も
仕
事
を
細
分
化
し
て
み

れ
ば
、
こ
れ
は
ま
か
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

が
必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。
障
害
者
が
働
け
る

仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
と
い
う
会
社
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
中
小
は
大
手
に
比
べ
て
納
期

な
ど
に
追
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
考
え
る
余

裕
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
最
初
は
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
労
働
力
と
し
て
、
受
け
入

れ
る
の
が
ベ
ス
ト
で
は
な
い
か
と
私
は
今
感

じ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思

い
ま
す
よ
。
当
社
が
そ
う
で
し
た
か
ら
。

業
の
経
営
者
が
入
る
会
で
す
。
皆
で
同
じ
立

場
で
一
起
業
家
と
し
て
勉
強
し
て
切
磋
琢
磨

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
た
団
体
で
す
。

　

こ
の
会
で
は
い
く
つ
も
の
グ
ル
ー
プ
委
員
会

が
立
ち
上
が
っ
て
い
て
、私
は
「
障
害
者
（
問
題
）

委
員
会
」
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
他
に
は
「
経

営
労
働
委
員
会
」「（
社
員
）
教
育
委
員
会
」
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

た
ま
た
ま
障
害
者
委
員
会
か
ら
参
加
を
勧

め
ら
れ
て
、
の
ぞ
き
に
行
っ
た
の
が
、
障
害
者

雇
用
を
始
め
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
で
す
。

│
│
訓
練
生
の
受
け
入
れ
を
始
め
て
、
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

三
鴨　

毎
日
、い
ろ
い
ろ
な
人
が
訓
練
に
来
て
、

う
ち
の
社
員
も
い
て
、
じ
ゃ
あ
、
ど
う
や
っ
た

ら
働
き
や
す
く
な
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
の
を
、

気
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ず
っ
と
汗

を
拭
い
て
い
て
仕
事
に
な
ら
な
い
男
性
の
訓

練
生
が
い
た
ん
で
す
。
薬
の
副
作
用
で
発
汗

が
多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
じ
ゃ
あ
、
そ

の
人
が
来
る
と
き
は
エ
ア
コ
ン
の
温
度
を
下

げ
ま
し
ょ
う
、
皆
は
寒
い
け
ど
ち
ょ
っ
と
我

慢
し
て
、
数
時
間
の
こ
と
だ
か
ら
、
と
。
そ

う
し
た
ら
働
き
や
す
く
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。
工
夫
次
第
で
な
ん
と
か
な
る
、
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
ね
。

　

３
年
前
、
訓
練
生
を
受
け
入
れ
た
い
と
い

う
こ
と
を
、
初
め
て
社
員
に
相
談
し
た
と
き
、

以
前
か
ら
勤
務
し
て
い
た
社
員
本
人
か
ら

「
実
は
私
も
同
じ
障
害
を
も
っ
て
い
ま
す
」

と
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
「
な
ん
で

眠
そ
う
な
の
？
」
っ
て
注
意
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
す
け
れ
ど
、
実
は
朝
の
服
薬
で
昼
前

に
は
眠
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
り
、

さ
ぼ
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
た
る
ん
で

い
る
わ
け
で
も
な
い
と
い
う
の
が
理
解
で
き

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
員
み
ん
な
の
相
互
理

解
が
深
ま
り
ま
し
た
ね
。

　

当
事
者
２
名
の
方
に
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。
Ａ
さ
ん
は
、
服
薬
に
よ
る
昼
間
の
眠
気
、

疲
労
、
長
い
周
期
の
メ
ン
タ
ル
不
調
な
ど
が

あ
る
と
の
こ
と
。
Ｂ
さ
ん
は
、
広
汎
性
発
達

障
害
に
よ
る
職
場
適
応
不
全
か
ら
、
二
次
障

害
と
し
て
う
つ
に
な
り
、
睡
眠
障
害
に
発
展

し
た
と
の
こ
と
。

Ａ
さ
ん　

こ
の
会
社
に
勤
め
る
前
は
地
元
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
会
社

の
仕
事
量
が
減
っ
て
き
た
の
で
、
７
年
前
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て
こ
の
会
社
を
見
つ

け
ま
し
た
。

　

勤
務
時
間
は
９
時
か
ら
１８
時
で
す
。
服
薬

を
続
け
て
い
ま
す
が
毎
日
働
け
る
状
態
で
す
。

　

入
社
し
た
時
期
が
忙
し
い
時
期
だ
っ
た
の

で
、
求
人
内
容
は
、「
週
２
日
、
１０
時
か
ら
１７

時
勤
務
」
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
４
日
は
働

け
る
と
申
し
出
て
、
１
日
働
い
て
、
翌
日
は
半

日
出
勤
の
サ
イ
ク
ル
で
働
き
始
め
ま
し
た
。

Ｂ
さ
ん　

就
労
移
行
支
援
事
業
の
訓
練
が
縁

で
こ
の
会
社
と
出
会
い
が
あ
り
、
今
年
の
１
月

に
正
社
員
と
し
て
雇
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

私
の
勤
務
時
間
は
１０
時
か
ら
１７
時
で
す
。

体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
い
う
と
き
は
元
気
な
ふ
り
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
社
長
か
ら
特
に
注
意
を
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
気
な
ふ
り
を
す
る
の

は
つ
ら
い
と
言
え
ば
つ
ら
い
で
す
け
ど
ね

（
笑
）。

　

い
い
会
社
に
巡
り
逢
え
た
と
、
感
謝
し
て

い
ま
す
。

三
鴨　

体
調
管
理
は
２
人
と
も
う
ま
く
で
き

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
つ
ら

そ
う
だ
な
と
思
え
る
日
も
あ
る
の
で
、
だ
っ

た
ら
「
今
日
は
も
う
帰
っ
て
い
い
よ
」
っ
て

言
え
る
体
制
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
皆
に
余
力
が
な
い
と
で
き
な

い
。
今
は
そ
れ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

三
鴨　

訓
練
生
に
来
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ

て
、
本
当
に
会
社
は
よ
く
な
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
他
の
経
営
者
の
方
に
も
訓

練
生
の
受
け
入
れ
を
薦
め
る
の
で
す
け
れ
ど
、

特集●障害者の雇用に向けて

■
中
小
企
業
経
営
者
の
方
々
へ

名刺の他に「オリジナルトランプ」も
制作している
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サ
ポ
ー
ト
す
る
。
就
職
実
績
を
見
る
と
、

２
０
１
１
年
度
が
５
０
８
名
、
２
０
１
２
年

度
が
７
２
４
名
。
訓
練
の
場
で
あ
る
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
は
全
国
で
３７
カ
所
（
２
０
１
３

年
４
月
１
日
現
在
）
あ
り
、
あ
え
て
駅
前
の

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
置
く
な
ど
、
実
際
の
企
業

オ
フ
ィ
ス
に
近
い
環
境
で
訓
練
す
る
。

　
　│

│
就
職
者
数
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理

由
は
何
で
し
ょ
う
か
。

三
谷　

就
労
支
援
は
従
来
か
ら
や
っ
て
い
た

こ
と
と
、
訓
練
が
体
系
化
さ
れ
て
い
る
の
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な

ど
は
経
験
則
だ
と
教
え
方
が
偏
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
て
高
め
て
い
き
ま
す
。訓
練
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
そ
の
人
に
合
わ
せ
て
提
供
し
て
い
ま

す
。
訓
練
の
途
中
に
職
場
体
験
が
１
、２
週
間

あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
意
外
と
で
き
る
、
意

外
と
だ
め
だ
っ
た
と
体
験
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
何
と
言
っ
て
も
ジ
ョ
ブ
マ
ッ
チ
ン

グ
が
大
切
で
す
。
そ
の
人
に
合
っ
た
、
そ
の

人
の
や
り
た
い
仕
事
で
な
い
と
長
く
続
き
ま

せ
ん
。
そ
の
仕
事
に
合
う
か
ど
う
か
を
見
る

の
に
雇
用
前
実
習
と
い
う
の
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。
１
週
間
く
ら
い
実
際
に
働
い
て
も
ら

い
マ
ッ
チ
ン
グ
の
精
度
を
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

わ
れ
わ
れ
独
自
で
就
職
先
も
開
拓
し
て
い
き

ま
す
。
開
拓
し
た
企
業
は
年
間
５
０
０
件
を

超
え
ま
す
。

　

こ
こ
５
年
く
ら
い
で
障
害
者
雇
用
の
状
況

は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
以

前
の
仕
事
は
、
工
場
内
で
の
軽
作
業
が
多
か

　

民
間
企
業
で
あ
り
な
が
ら
、
福
祉
ビ
ジ
ネ

ス
を
全
国
規
模
で
展
開
す
る
ウ
イ
ン
グ
ル
。

同
社
は
障
害
者
支
援
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

生
み
出
し
、
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
と
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
事
業
展
開
で
急
成
長
を
遂
げ

て
い
る
。
働
き
た
い
障
害
者
の
就
労
支
援
事

業
か
ら
、
発
達
障
害
児
の
学
習
支
援
や
療
育

を
担
う
教
育
事
業
ま
で
、
障
害
者
と
社
会
を

結
ぶ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

│
│
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

三
谷　

創
業
地
は
仙
台
で
、
障
害
の
あ
る
方

の
自
立
と
社
会
進
出
を
支
援
し
よ
う
と
、
会

社
を
設
立
し
ま
し
た
。
は
じ
め
は
自
社
で
障

害
者
を
雇
用
し
て
お
り
、
１５
名
く
ら
い
の
障

害
者
が
働
い
て
い
ま
し
た
。
働
き
た
い
と
思

う
人
は
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
が
、
当
然
雇

い
入
れ
る
の
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
何
か
で
き
な
い
か
。
他
の
会
社
に
も
っ
と

障
害
者
を
雇
っ
て
も
ら
お
う
と
、
働
く
た
め

の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
訓
練
の
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
就
労
移
行
支
援
事
業
と
い
う
制

度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ウ
イ
ン
グ
ル
が
障

害
者
を
い
っ
た
ん
雇
っ
て
訓
練
し
ま
す
。
訓

練
終
了
後
、
当
社
を
退
社
し
て
も
ら
い
目
的

の
会
社
に
入
る
と
い
う
仕
組
み
で
し
た
。
そ

の
う
ち
仙
台
市
の
職
員
が
面
白
い
こ
と
を
や

っ
て
い
る
ね
と
見
学
に
来
ま
し
た
。
あ
と
で
、

就
労
移
行
支
援
事
業
が
始
ま
る
と
い
う
話
を

聞
い
て
、
そ
れ
は
当
社
が
今
ま
で
や
っ
て
き

た
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

│
│
就
労
支
援
が
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
御
社
に

と
っ
て
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

三
谷　

２
０
０
５
年
の
障
害
者
自
立
支
援
法

の
成
立
で
、
従
来
の
障
害
者
は
社
会
で
守
っ

て
い
こ
う
と
い
う
方
針
か
ら
、
自
立
を
促
す
、

社
会
に
出
て
い
こ
う
と
い
う
方
針
に
１
８
０

度
変
わ
り
ま
し
た
。
働
く
能
力
の
あ
る
人
は

働
こ
う
と
い
う
考
え
の
も
と
、
福
祉
施
設
な

ど
か
ら
一
般
の
企
業
に
移
行
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

就
労
移
行
支
援
事
業
は
介
護
事
業
と
同
じ

指
定
事
業
な
の
で
、
申
請
が
通
れ
ば
事
業
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
料
金
は
国
か
ら
補
助
が
出
る
た
め
、

当
社
の
場
合
は
、
大
半
の
利
用
者
が
お
金
の

負
担
が
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ウ
イ
ン
グ
ル
は
就
職
を
目
指
す
障
害
者

に
、
実
践
的
な
パ
ソ
コ
ン
訓
練
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
訓
練
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

育
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル
を
培
い
、
企

業
が
求
め
る
人
材
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

誰もが普通に働く、当たり前の
社会をつくる

就労移行支援事業所

株式会社ウイングル
代表者：長谷川敦

あつみ

弥
本社所在地：東京都港区
業務内容：障害福祉サービス事業（就労移行支援）・発達障害児教育事業・
　　　　　インターネットメディア事業
従業員数：621名（2013年4月現在）

■
体
系
化
さ
れ
た
訓
練
の
提
供
や

　

独
自
の
企
業
開
拓
で
就
職
者
数
増
加

■
就
労
支
援
事
業
は

　

元
々
や
っ
て
い
た
こ
と

就労支援センター

三谷郁
ふ み お

夫氏

管理本部 /経営企画部広報
マネージャー
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企
業
に
「
障
害
者
雇
用
を
し
ま
せ
ん
か
？
」

と
尋
ね
る
と
、「
身
体
障
害
者
で
軽
度
の
方
で
、

何
か
技
術
を
も
っ
た
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
」

と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
話
が
前
に
進
み
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
提
案

す
る
の
は
、
新
卒
か
中
途
社
員
を
採
用
す
る

の
と
同
じ
よ
う
な
流
れ
で
、
会
社
の
見
学
会

を
開
き
ま
し
ょ
う
、
採
用
を
計
画
的
に
立
て

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
ず
、
こ
ん

な
仕
事
を
や
っ
て
い
ま
す
と
い
う
の
を
見
て

も
ら
う
。
障
害
者
も
こ
う
い
う
こ
と
を
や
る

ん
だ
と
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
。

　

面
接
も
１
人
２
人
で
は
な
く
、
１０
人
２０
人

と
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と
話
を
し
て
、
条

件
に
合
っ
た
人
を
定
期
的
に
採
用
し
て
い
く
。

障
害
者
が
働
く
こ
と
は
、
何
も
特
別
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
み
ん
な
普
通
に
働
い
て

い
る
よ
ね
」
と
い
う
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

っ
た
の
で
す
が
、今
の
仕
事
は
、営
業
、販
売
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
翻
訳
、
経
理

な
ど
多
種
多
様
で
す
。
当
社
は
職
業
紹
介
業

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
就
職
先
を
ど
う
つ
く

っ
て
い
く
の
か
が
大
き
な
命
題
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

職
場
へ
の
定
着
支
援
も
重
要
だ
。
ウ
イ
ン

グ
ル
を
利
用
し
た
人
の
就
職
先
企
業
は
、
こ

の
３
年
間
で
１
、０
０
０
社
以
上
に
の
ぼ
る
。

本
人
へ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
企
業
へ
の
サ

ポ
ー
ト
や
関
係
機
関
、
家
族
と
の
連
携
を
図

る
こ
と
で
、
継
続
的
に
就
労
を
支
援
す
る
。

│
│
長
く
安
心
し
て
働
い
て
も
ら
う
に
は
、
企
業
は

ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

三
谷　

当
社
で
は
定
期
的
に
就
職
先
を
訪
問

す
る
中
で
、
就
労
者
本
人
に
仕
事
の
理
解
度

や
、
気
持
ち
の
面
な
ど
を
支
援
員
が
丁
寧
に

話
を
聞
き
ま
す
。
支
援
員
に
は
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
や
社
会
福
祉
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
資

格
を
も
っ
た
社
員
が
数
多
く
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
障
害
の
種
別
は
問
い
ま
せ
ん

が
、
当
社
を
利
用
す
る
人
は
精
神
障
害
者
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。
利
用
者
の
７
割
程
度

は
精
神
障
害
で
す
。
身
体
障
害
者
や
知
的
障

害
者
は
既
に
就
職
し
て
い
る
人
が
多
く
、
ま

た
、
特
別
支
援
学
校
な
ど
に
通
っ
て
い
れ
ば
、

就
職
後
も
継
続
し
て
支
援
が
受
け
ら
れ
る
ケ

ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
精
神
障
害
は
、
働
く
過
程
で
う
つ

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
病
院
を
退
院
し
た
後

は
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
、
と
支
援

先
が
は
っ
き
り
し
て
お
ら
ず
、
結
果
的
に
ウ

イ
ン
グ
ル
に
来
る
人
が
多
い
の
で
す
。
精
神

障
害
者
の
場
合
、
薬
の
服
用
を
す
れ
ば
、
ち

ゃ
ん
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
の
で
一
般

の
人
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
通
院
や
勤
務
時
間

の
配
慮
、
仕
事
の
教
え
方
を
少
し
工
夫
し
て

も
ら
え
れ
ば
よ
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

よ
く
聞
く
話
で
す
が
、
逆
に
配
慮
さ
れ
過

ぎ
て
困
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
仕

事
量
が
少
な
過
ぎ
て
つ
ら
く
な
る
そ
う
で

す
。
障
害
者
雇
用
と
な
る
と
配
慮
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
企
業
側
が
思
い
、
簡
単
な
仕

事
を
少
な
め
に
、
と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。
本
人
は
暇
で
し
ょ
う
が
な
く
な
り
、
か

え
っ
て
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
な
り
、
そ
の
結
果
う
ま
く
い
か
な

く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
、
仕

事
量
は
多
少
多
め
で
も
よ
い
の
で
、
多
か
っ

た
か
少
な
か
っ
た
か
、
で
き
た
か
で
き
な
か

っ
た
か
を
後
で
ち
ゃ
ん
と
話
を
聞
く
こ
と
が

大
事
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
が
あ

れ
ば
仕
事
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
│
│
仕
事
が
で
き
て
、
回
り
の
評
価
も
高
い
の
に
、

本
人
は
だ
め
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

よ
う
で
す
ね
。

三
谷　

こ
こ
が
良
く
な
っ
て
い
る
な
ど
の
客

観
的
な
評
価
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
自
分
を

肯
定
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
り
ま
す
。

そ
の
点
、
職
業
適
性
検
査
な
ど
は
有
効
だ
と

思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
試
験
の
結
果
は
、
で

き
な
い
な
い
も
の
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な

く
て
、
で
き
る
も
の
に
目
を
向
け
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
自
信
が
つ
き

ま
す
。

　

ま
た
、
試
験
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、

単
に
検
査
結
果
を
解
釈
す
る
だ
け
で
は
な
く

て
、
通
常
の
訓
練
と
違
う
緊
張
感
の
中
で
、

集
中
力
が
上
が
る
の
か
下
が
る
の
か
、
動
揺

す
る
の
か
し
な
い
の
か
な
ど
も
見
て
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

│
│
企
業
が
障
害
者
雇
用
を
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

何
を
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

三
谷　

障
害
者
雇
用
と
な
る
と
、
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
、
社
内
研
修

の
制
度
が
な
い
、
採
用
の
プ
ロ
セ
ス
が
わ
か

ら
な
い
、
で
も
、
仕
方
な
い
の
で
求
人
票
を

出
す
と
い
っ
た
具
合
で
、
採
用
に
積
極
的
に

動
く
企
業
が
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特集●障害者の雇用に向けて

■
訓
練
と
配
慮
で
戦
力
に
な
る

■
で
き
る
こ
と
に
目
を
向
け
る

グループワーク

パソコン訓練
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⑵　

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度

　

障
害
者
の
雇
用
に
伴
う
事
業
主
の
経
済

的
負
担
の
調
整
を
図
る
た
め
に
、
障
害
者

雇
用
納
付
金
を
雇
用
率
未
達
成
事
業
主
に

対
し
て
、
不
足
1
人
に
つ
き
月
額
５
万
円
徴

収
し
て
い
ま
す
（
適
用
対
象
：
常
用
労
働
者

２
０
０
人
超
）。
ま
た
、
障
害
者
雇
用
調
整
金

を
雇
用
率
達
成
事
業
主
に
対
し
て
、
超
過
１

人
に
つ
き
月
額
２
７
、０
０
０
円
支
給
し
て
い

ま
す
（
適
用
対
象
：
常
用
労
働
者
２
０
０
人

超
）。

　　

厚
生
労
働
省
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
障

害
の
な
い
人
と
同
様
、
そ
の
能
力
と
適
性
に

応
じ
た
雇
用
の
場
に
就
き
、
地
域
で
自
立
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用

対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
の
雇

用
者
数
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
民
間
企
業

に
お
い
て
は
平
成
２４
年
６
月
１
日
現
在
で

３８
・
２
万
人
（
２３
年
同
月
３６
・
６
万
人
）
と

９
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
す
る
な
ど
、

着
実
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
雇
用
者
の
う

ち
、
身
体
障
害
者
は
２９
・
１
万
人
（
対
前
年

比
２
・
３
%
増
）、
知
的
障
害
者
は
７
・
５
万

人
（
同
８
・
７
%
増
）、
精
神
障
害
者
は
１
・

７
万
人
（
同
２７
・
５
%
増
）
と
、
い
ず
れ
も
前

年
よ
り
増
加
し
、
特
に
精
神
障
害
者
が
大
き

く
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
企
業
全
体

の
実
雇
用
率
に
関
し
て
も
過
去
最
高
の
１
・

６９
%
（
前
年
は
１
・
６５
%
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
平
成
２４
年
度
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
通
じ
た
就
職
件
数
は
平
成
２３
年
度
を
上

回
り
、
６
８
、３
２
１
件
（
対
前
年
度
比
１５
・

１
%
増
）
と
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

　
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
」（
障
害
者
雇
用
促
進
法
）
は
、
障
害
者

の
雇
用
義
務
等
に
基
づ
く
雇
用
の
促
進
等
の

た
め
の
措
置
、
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
措
置
等
を
通
じ
て
、
障
害
者
の
職
業
の
安

定
を
図
る
た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

⑴　

雇
用
義
務
制
度

　

事
業
主
に
対
し
、
障
害
者
雇
用
率
に
相
当

す
る
人
数
の
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
の

雇
用
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

民
間
企
業
…
…
…
…
…
…
…
…
２
・
０
％

　

国
、
地
方
公
共
団
体
、
特
殊
法
人
等

　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
・
３
％

　

都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会
…
２
・
２
％

障害者雇用促進法の概要

厚生労働省 職業安定局　高齢・障害者雇用対策部　障害者雇用対策課

国の施策

※
１　

平
成
２７
年
４
月
よ
り
１
０
０
人
を
超
え
る
事
業
主
に

拡
大
し
ま
す
。

※
２　

こ
の
他
、
２
０
０
人
以
下
（
平
成
２７
年
４
月
よ
り

１
０
０
人
以
下
）
の
事
業
主
に
つ
い
て
は
報
奨
金
制
度
が

　

1　

は
じ
め
に

2　

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る

　
　

法
律
の
概
要

13
0

50

222

253 246 247
258

269
284

2

4

6
8

10

13
17

303

326
333

343

366
382

31 32 33
36

40
44

48

54 57 61

69
75

214 214
222 229

238
251

266 268

272

284

291

100

1.45
（年）

1.50

1.55

1.60

1.65

1.70

1.75

1.80

150

200

250

300

350

400

精神障害者 
知的障害者 
身体障害者 
実雇用率 

＜障害者の数（千人）＞

＜法定雇用率＞

注：雇用義務のある企業（56人以上規模の企業）についての集計である。

＜実雇用率（％）＞

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

「平成24年　障害者雇用状況の集計結果」より

実雇用率と雇用されている障害者の数の推移

1.8％

1.491.49

1.471.47

1.481.48

1.461.46

1.491.49

1.521.52

1.551.55

1.591.59

1.631.63

1.681.68

1.651.65

1.691.69

1.49

1.47

1.48

1.46

1.49

1.52

1.55

1.59

1.63

1.68

1.65

1.69

※
大
企
業
等
に
お
い
て
、
障
害
者
を
多
数
雇
用
す
る
等
一
定

の
要
件
を
満
た
す
会
社
（
特
例
子
会
社
）
を
設
立
し
た
場

合
等
、
雇
用
率
算
定
の
特
例
も
認
め
て
い
ま
す
。

※
障
害
者
を
１
人
以
上
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
民
間
企

業
の
範
囲
が
、
平
成
２５
年
４
月
１
日
以
降
、
従
業
員
５６
人

以
上
か
ら
５０
人
以
上
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
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主
に
支
給
（
障
害
者
１
人
に
つ
き
上
限

２
２
５
万
円
）
し
ま
す
。

②　

障
害
者
を
介
助
す
る
者
等
を
配
置
し
た

　

場
合
の
助
成
措
置

○　

障
害
者
介
助
等
助
成
金

　

適
切
な
雇
用
管
理
の
た
め
に
必
要
な
介

助
者
等
の
配
置
・
委
嘱
を
行
う
事
業
主
に

支
給
（
職
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
配
置
１

人
に
つ
き
月
１５
万
円
等
）
し
ま
す
。

③　

通
勤
の
配
慮
を
行
っ
た
場
合
の
助
成
措

　

置○　

重
度
障
害
者
等
通
勤
対
策
助
成
金

　

障
害
者
の
通
勤
を
容
易
に
す
る
た
め
の

措
置
を
行
う
事
業
主
等
に
支
給
（
通
勤
援

助
者
の
委
嘱
１
人
に
つ
き
１
回
２
、０
０
０

円
等
）
し
ま
す
。

④　

職
場
適
応
援
助
者
に
よ
る
援
助
を
行
っ

　

た
場
合
の
助
成
措
置

○　

職
場
適
応
援
助
者
助
成
金

　

職
場
適
応
援
助
者
に
よ
る
援
助
の
事
業

を
行
う
場
合
（
福
祉
施
設
型
）
や
、
事
業

主
が
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
の
雇
用
に
伴

い
必
要
と
な
る
援
助
を
行
う
職
場
適
応
援

助
者
の
配
置
を
行
う
場
合
（
事
業
所
型
）

に
支
給
（
日
額
１
４
、２
０
０
円
等
（
福
祉

施
設
型
）
等
）
し
ま
す
。

⑤　

能
力
開
発
を
行
っ
た
場
合
の
助
成
措
置

○　

障
害
者
能
力
開
発
助
成
金

　

障
害
者
の
職
業
に
必
要
な
能
力
を
開
発

し
、
向
上
さ
せ
る
た
め
の
能
力
開
発
訓
練

事
業
を
行
う
事
業
主
等
が
、
能
力
開
発
訓

練
の
た
め
の
施
設
・
設
備
の
整
備
を
行
う

場
合
等
に
支
給
（
上
限
２
億
円
（
施
設
設

置
）
等
）
し
ま
す
。

　

上
記
の
ほ
か
、
在
宅
就
業
障
害
者
に
仕
事

を
発
注
す
る
事
業
主
に
対
す
る
特
例
調
整

金
・
特
例
報
奨
金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
（
在

宅
就
業
障
害
者
支
援
制
度
）。

⑶　
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る

　

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
概
要

　

最
近
の
障
害
者
雇
用
対
策
と
し
て
、「
障

害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
平
成
２５
年
６
月

１３
日
成
立
し
、
同
月
１９
日
に
公
布
さ
れ
ま
し

た
。
以
下
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

①　

障
害
者
に
対
す
る
差
別
の
禁
止

【
施
行
期
日　

平
成
２８
年
４
月
１
日
】

　

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
的
取
扱
い
を
禁
止
し
ま
す
。
障
害
者

に
対
す
る
差
別
の
禁
止
と
し
て
想
定
さ
れ
る

の
は
、

・
賃
金
を
引
き
下
げ
る
こ
と
、
低
い
賃
金

を
設
定
す
る
こ
と
、
昇
給
を
さ
せ
な
い

こ
と

・
研
修
、
現
場
実
習
を
受
け
さ
せ
な
い
こ

と

等
で
す
。

②　

合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務

【
施
行
期
日　

平
成
２８
年
４
月
１
日
】

　

事
業
主
に
、
障
害
者
が
職
場
で
働
く
に
あ

た
っ
て
の
支
障
を
改
善
す
る
た
め
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
を
義
務
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、

当
該
措
置
が
事
業
主
に
対
し
て
過
重
な
負
担

を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
場
合
を
除
き
ま
す
。

合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務
と
し
て
想
定
さ
れ

る
の
は
、

・
車
い
す
を
利
用
す
る
方
に
合
わ
せ
て
、

机
や
作
業
台
の
高
さ
を
調
整
す
る
こ
と

・
知
的
障
害
を
も
つ
方
に
、
口
頭
だ
け
で

な
く
わ
か
り
や
す
い
文
書
・
絵
図
を
用

い
て
説
明
す
る
こ
と

等
で
す
。

③　

苦
情
処
理
・
紛
争
解
決
援
助

【
施
行
期
日　

平
成
２８
年
４
月
１
日
】

ア　

事
業
主
に
対
し
て
、
①
・
②
に
係
る

そ
の
雇
用
す
る
障
害
者
か
ら
の
苦
情
を

自
主
的
に
解
決
す
る

こ
と
を
努
力
義
務
と

し
て
い
ま
す
。

イ　

①
・
②
に
係
る
紛

争
に
つ
い
て
、「
個

別
労
働
関
係
紛
争
の

解
決
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
の
特
例

（
紛
争
調
整
委
員
会

に
よ
る
調
停
や
都
道

府
県
労
働
局
長
に
よ

る
勧
告
等
）
を
整
備

し
ま
す
。

④　

法
定
雇
用
率
の
算
定

　

基
礎
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
【
施
行
期
日　

平
成
３０

　
　

  

年
４
月
１
日
】

　

法
定
雇
用
率
の
算
定
基

礎
の
対
象
に
、
新
た
に
精

神
障
害
者
を
追
加
し
ま
す
。
た
だ
し
、
施
行

後
５
年
間
（
平
成
３０
年
４
月
１
日
〜
平
成
３５

年
３
月
３１
日
ま
で
）
は
猶
予
期
間
と
し
、
精

神
障
害
者
の
追
加
に
係
る
法
定
雇
用
率
の
引

き
上
げ
分
は
、
計
算
式
ど
お
り
に
引
き
上
げ

な
い
こ
と
も
可
能
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
引
上
げ
幅
に
つ
い
て

は
、
障
害
者
の
雇
用
状
況
や
行
政
の
支
援
状

況
等
を
踏
ま
え
、
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者

雇
用
分
科
会
で
議
論
し
ま
す
。

⑷　

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
に
基
づ
く

　

助
成
金
に
つ
い
て

　

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇

用
支
援
機
構
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
、
障

害
者
を
雇
い
入
れ
る
た
め
の
施
設
の
設
置
、

介
助
者
の
配
置
等
に
関
す
る
助
成
金
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。

①　

障
害
者
が
作
業
を
容
易
に
行
え
る
よ
う

　

な
施
設
の
設
置
・
整
備
を
行
っ
た
場
合
の

　

助
成
措
置

○　

障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助
成
金

　

障
害
者
が
作
業
を
容
易
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
作
業
施
設
等

（
知
的
障
害
者
等
の
作
業
能
力
に
合
わ
せ
た

改
造
や
安
全
装
置
の
取
付
け
が
な
さ
れ
た

設
備
等
）
の
設
置
・
整
備
・
賃
借
を
行
う

事
業
主
に
支
給
（
障
害
者
１
人
に
つ
き
上

限
４
５
０
万
円
）
し
ま
す
。

○　

障
害
者
福
祉
施
設
設
置
等
助
成
金  

　

障
害
者
で
あ
る
労
働
者
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
、
障
害
者
が
利
用
で
き
る
よ

う
配
慮
さ
れ
た
保
健
施
設
、
給
食
施
設

等
の
福
利
厚
生
施
設
の
整
備
を
行
う
事
業

特集●障害者の雇用に向けて

　

あ
り
ま
す
。

※
な
お
①
、
②
に
関
連
し
て
、
ど
う
い
っ
た
も
の
が
差
別
的

取
扱
い
等
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
指
針
に

よ
っ
て
定
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

身体障害者、知的障害者及び精神障害者である常用労働者の数
＋ 失業している身体障害者、知的障害者及び精神障害者の数

常用労働者数  －  除外率相当労働者数  ＋  失業者数
法定雇用率 ＝

追加【法定雇用率の算定式】



て
い
る
の
が
当
た

り
前
で
、
大
学
を

出
て
い
る
者
も
珍

し
く
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

師
匠
は
高
校
に

行
っ
た
ら
卒
業
す

る
ま
で
に
別
な
道

を
見
つ
け
、
噺
家

に
な
る
の
を
あ
き

ら
め
る
だ
ろ
う
と

考
え
、
そ
の
よ
う

な
話
を
し
た
よ
う

で
す
。
と
こ
ろ
が
私
は
「
高
校
を
卒
業
す

れ
ば
弟
子
に
し
て
も
ら
え
る
ん
だ
」
と
思
っ

た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
高
校
３
年
生
の
冬

に
再
び
弟
子
入
り
を
お
願
い
す
る
た
め
に

訪
ね
た
ら
、「
来
ち
ゃ
っ
た
の
か
」
と
困
っ

た
顔
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。

│
│
そ
れ
だ
け
落
語
が
お
好
き
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

三
三　

確
か
に
落
語
が
好
き
で
噺
家
に
な

ろ
う
と
決
め
た
わ
け
で
す
が
、
一
方
で
は

勉
強
が
嫌
い
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
私
の
通
っ
た
高
校
は
、
自
由
な

校
風
で
勉
強
を
強
制
す
る
よ
う
な
雰
囲
気

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
入
学
し
て
間

も
な
く
進
路
に
つ
い
て
の
面
接
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
面
接
で
「
将
来
は
噺
家
に
な

る
つ
も
り
な
の
で
、
私
に
対
す
る
進
路
指

導
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
他
の

生
徒
の
指
導
に
時
間
を
割
い
て
く
だ
さ

い
」
と
先
生
に
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
嫌

い
な
勉
強
を
す
る
た
め
に
、
親
に
学
費
な

ど
を
負
担
さ
せ
る
の
も
嫌
で
し
た
ね
。

　

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
私
は
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
な
ん

で
す
よ
。
今
で
も
落
語
以
外
で
は
あ
ま
り

人
と
話
を
し
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

自
分
に
噺
家
と
し
て
の
適
性
が
あ
る
と

か
、
才
能
が
あ
る
と
か
考
え
ず
に
こ
の
世

界
に
入
っ
た
わ
け
で
す
。
私
に
と
っ
て
は

嫌
い
な
勉
強
か
ら
逃
げ
込
む
所
が
落
語

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

│
│
落
語
界
で
は
前
座
、
二
ツ
目
、
真
打
と

昇
進
し
て
い
く
の
で
す
ね
。

三
三　

前
座
は
た
ま
に
高
座
で
落
語
を
す

る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
主
な
仕
事
は
、

高
座
に
上
が
る
人
た
ち
に
対
し
て
楽
屋
で

補
佐
を
す
る
…
例
え
ば
お
茶
を
入
れ
た

り
、
着
物
の
着
替
え
を
手
伝
っ
た
り
、
脱

い
だ
着
物
を
た
た
ん
だ
り
す
る
こ
と
で

す
。
前
座
に
は
他
に
も
多
く
の
仕
事
が
あ

り
ま
す
が
、
要
す
る
に
、
出
演
す
る
人
た

│
│
落
語
に
関
心
を
も
っ
た
の
は
い
つ
ご
ろ

で
す
か
。

三
三　

小
学
１
年
生
の
と
き
で
す
。
た
ま

た
ま
テ
レ
ビ
で
見
た
落
語
が
と
て
も
面
白

か
っ
た
ん
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
廓

く
る
わ
ば
な
し
噺
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
小
学
１
年

生
で
す
か
ら
廓
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
全
く

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
世
の
中
に
は

落
語
と
い
う
と
て
も
面
白
い
も
の
が
あ
る

ん
だ
と
知
り
ま
し
た
。
や
が
て
落
語
の
本

を
読
む
よ
う
に
な
り
、
中
学
生
に
な
る
と

月
に
１
〜
２
回
は
、
東
京
の
寄
席
に
通
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
学
２
年
生
の
と

き
に
は
、
将
来
は
噺
家
に
な
る
と
決
め
て

い
ま
し
た
ね
。

│
│
ず
い
ぶ
ん
早
く
自
分
の
将
来
を
決
め
た

ん
で
す
ね
。

三
三　

噺
家
に
な
る
な
ら
早
い
ほ
う
が
い

い
だ
ろ
う
と
思
い
、
中
学
２
年
生
の
３
学

期
に
、
後
に
師
匠
と
な
る
柳
家
小
三
治
に

「
中
学
を
卒
業
し
た
ら
弟
子
に
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
お
願
い
の
手
紙
を
出
し
ま
し

た
。
そ
し
た
ら
「
一
度
会
い
に
来
な
さ
い
」

と
い
う
返
事
が
来
た
ん
で
す
よ
。

　

た
ま
た
ま
中
学
生
と
い
う
こ
と
で
師
匠

の
目
に
留
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

指
定
さ
れ
た
日
時
に
訪
ね
た
ら
、「
だ
め
だ

よ
」
と
断
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
「
中

学
を
卒
業
し
た
だ
け
で
は
、
知
識
も
不
十

分
で
人
生
経
験
も
な
い
。
そ
れ
で
は
お
客

様
の
心
を
動
か
す
落
語
は
で
き
な
い
。
今

の
噺
家
は
、
昔
と
違
っ
て
高
校
を
卒
業
し

●「しごとインタビュー」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。
（雇用問題研究会ホームページ）http://www.koyoerc.or.jp/sigoto.html

やなぎや・さんざ●昭和49年神奈川県小田原市生まれ。小学1年生で落語の面白さを
知る。平成5年高校卒業後に柳家小三治に入門。平成8年二ツ目に昇進したのを機に
「三三」を名乗る。平成18年真打に昇進。「花形演芸大賞・大賞」などさまざまな落語
関連の賞を受賞。落語を中心としつつ、俳優や声優などに活躍の場を広げている。

柳家三三さん

　柳家三三さんは、小学1年生のときに落語に興味をもち、中学2年生で将
来は噺家になると決めました。今は落語を中心に幅広く活躍する日々ですが、
前座時代の修業が高座で大きな意味をもつと語ります。

私の落語に“完成”はない

● 落語家

小
学
１
年
生
で
落
語
に
関
心
を
も
ち

中
学
２
年
生
で
弟
子
入
り
志
願

前
座
時
代
の
修
業
が
あ
れ
ば
こ
そ

お
客
に
合
っ
た
落
語
が
で
き
る 三三さんは「そのときのお客様の空気を読み、一番合っ

た演目を決めたい」と言う。
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互
い
が
そ
こ
に
近
づ
い
て
い
く
と
言
え
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
。
私
の
落
語
を
聴
い
て

く
だ
さ
る
お
客
様
が
、
自
然
と
落
語
の
世

界
に
入
る
、
そ
ん
な
落
語
を
演
じ
た
い
で

す
ね
。
そ
れ
は
師
匠
の
小
三
治
の
落
語
の

ス
タ
イ
ル
で
も
あ
り
ま
す
。

│
│
声
優
や
俳
優
な
ど
、
落
語
以
外
の
分
野

で
も
ご
活
躍
で
す
ね
。
ま
た
「
柳
家
三
三 

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
４７
都
道
府
県
」
と
銘
打
っ

て
、
４７
日
間
で
す
べ
て
の
都
道
府
県
を
回
っ

て
落
語
を
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
も

さ
れ
ま
し
た
。

三
三　

落
語
の
他
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

経
験
す
れ
ば
、
幅
広
い
見
方
や
考
え
方
が

身
に
つ
き
、
噺
家
と
し
て
の
技
術
も
向
上

す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
飽
き
っ
ぽ
い
性
格
な
の
で
、
と
き

ど
き
は
自
分
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
な

い
と
い
け
な
い
ん
で
す
。
４７
日
間
の
公
演

ツ
ア
ー
も
そ
の
一
つ
で
す
。
追
い
込
ま
れ
て

「
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う
状
態
の
と
き
、
必

死
で
頑
張
る
と
、
何
か
が
開
け
た
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
う
自
分
に
な
っ

た
と
い
う
感
覚
が
あ
る
ん
で
す
。

　

噺
家
は
、
修
業
を
し
て
い
て
も
右
肩
上

が
り
で
順
調
に
成
長
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
成
長
の
後
に
は
停
滞
が
あ
り
、

し
ば
ら
く
す
る
と
ま
た
成
長
す
る
。
こ
う

し
て
成
長
と
停
滞
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

だ
ん
だ
ん
上
に
昇
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い

ま
す
。
停
滞
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

元
に
戻
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ま
で
と
は

違
う
自
分
が
そ
こ
に
い
る
と
い
う
感
覚
が

と
て
も
楽
し
く
感
じ
る
ん
で
す
。

ち
が
高
座
で
気
持
ち
よ
く
落
語
が
で
き
る

よ
う
に
準
備
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
ま
た
最
初
の
こ
ろ
は
師
匠
の
家
に
通

い
、
あ
る
い
は
住
み
込
み
で
、
洗
濯
や
掃

除
な
ど
も
し
ま
す
。

　

普
通
、
前
座
の
期
間
は
３
〜
５
年
間
く

ら
い
で
す
ね
。
そ
の
後
、
二
ツ
目
と
い
う

立
場
に
な
り
、
高
座
で
落
語
を
し
て
、
一

席
い
く
ら
と
い
う
お
金
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

│
│
前
座
時
代
は
な
か
な
か
厳
し
い
よ
う
で

す
ね

三
三　

私
は
前
座
時
代
、
日
々
の
仕
事
を

こ
な
す
の
に
必
死
で
、
そ
れ
が
噺
家
と
し

て
ど
ん
な
役
に
立
つ
の
か
考
え
も
し
ま
せ

ん
で
し
た
し
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
か
ら
振
り
返

る
と
、
前
座
と
し
て
の
修
業
は
や
は
り
大

き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
師
匠

の
家
族
に
と
っ
て
、
少
な
く
て
も
当
初
は

私
は
ど
こ
か
ら
か
や
っ
て
き
た
異
物
で

す
。
そ
の
異
物
が
掃
除
や
洗
濯
を
す
る
と

い
っ
て
も
、
う
っ
と
う
し
い
だ
け
で
し
ょ

う
。
で
も
し
ば
ら
く
す
る
と
、
邪
魔
に
な

ら
な
い
存
在
、
そ
し
て
必
要
な
存
在
に
な

っ
て
く
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
私
が
師
匠
の

家
族
の
中
で
、
人
と
の
距
離
の
取
り
方
、

身
の
処
し
方
を
覚
え
た
か
ら
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
噺
家
が
集
ま
る
楽
屋
で
も
、

前
座
は
人
と
の
接
し
方
を
学
び
ま
す
。
同

じ
接
し
方
を
し
て
も
、
あ
る
噺
家
に
は
怒

ら
れ
、
別
な
噺
家
で
は
何
の
問
題
も
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
や
が
て
こ
の

師
匠
に
は
こ
う
接
す
れ
ば
、
気
持
ち
よ
く

高
座
に
上
が
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。
今
の
言
葉
で
言
え

ば
「
空
気
を
読
む
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

　

そ
れ
は
二
ツ
目
と
な
っ
て
高
座
で
自
分

が
落
語
を
演
じ
る
と
き
に
、
お
客
様
が
ど

ん
な
こ
と
を
求
め
て
こ
の
場
に
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
の

に
繋
が
る
の
で
す
。

　

私
は
で
き
る
か
ぎ
り
、
事
前
に
演
目
を

決
め
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
と

き
の
お
客
様
の
様
子
を
見
て
、
ど
ん
な
落

語
を
す
る
の
か
を
決
め
た
い
ん
で
す
。
あ

ら
か
じ
め
決
め
て
し
ま
う
と
、
そ
の
演
目

が
そ
の
と
き
の
お
客
様
に
合
わ
な
い
と
思

っ
て
も
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
お
客

様
の
空
気
を
読
む
、
そ
れ
は
ニ
ー
ズ
を
察

知
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
前
座
と
は
そ

う
し
た
力
を
養
う
た
め
の
修
業
を
す
る
場

で
は
な
い
か
、
今
は
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。

│
│
真
打
に
な
っ
た
と
き
は
、
ど
の
よ
う
な

感
慨
を
も
ち
ま
し
た
か
。

三
三　

真
打
に
な
る
際
に
は
、
方
々
に
ご

挨
拶
を
し
て
お
披
露
目
を
し
ま
す
。
そ
れ

は
師
匠
を
は
じ
め
、
兄
弟
子
や
お
客
様
な

ど
多
く
の
方
の
協
力
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

で
き
る
こ
と
で
す
。
真
打
に
な
る
と
い
う

こ
と
は
、
と
も
す
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
き
た

の
は
自
分
の
力
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
思
い

上
が
り
を
諌
め
て
く
れ
る
機
会
な
ん
だ
、

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
ね
。

　

真
打
に
な
っ
て
自
分
の
芸
が
完
成
す
る

わ
け
で
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
一
人
前

に
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
以
上
い
い

落
語
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で

す
。
私
は
も
っ
と
い
い
落
語
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
常

に
自
分
に
問
い
か
け
て
い
ま
す
。
噺
家
一

人
ひ
と
り
、
落
語
に
対
す
る
考
え
方
は
違

う
の
で
、「
こ
れ
だ
！
」
と
い
う
正
解
は
な

い
の
で
す
が
…
。

│
│
ど
ん
な
と
き
に
や
り
が
い
や
面
白
さ
を

感
じ
ま
す
か
。

三
三　

自
分
が
こ
う
す
れ
ば
一
番
い
い
と

考
え
た
落
語
に
対
し
て
、
お
客
様
が
面
白

い
と
感
じ
て
く
だ
さ
っ
た
と
き
で
す
ね
。

私
は
、
お
客
様
を
面
白
が
ら
せ
る
た
め
に
、

直
接
笑
い
を
ぶ
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
し

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
噺
家
が
お
客

様
を
面
白
さ
に
強
引
に
引
っ
張
り
込
む
の

で
は
な
く
、
お
客
様
が
ご
自
身
の
想
像
力

で
、
そ
の
場
所
に
自
ら
寄
っ
て
い
く
。
言

い
方
を
変
え
れ
ば
、
噺
家
と
お
客
様
の
間

に
落
語
と
い
う
面
白
い
世
界
が
あ
り
、
お

お
客
に
直
接
笑
い
を
ぶ
つ
け
ず
に

落
語
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

三三さんのオフィシャルサイト（URL：http://www.
yanagiya-sanza.com/）。出演情報などを確認できる。
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※リアリティ・ショック―現実と理想の違いに衝撃を受けること。新たに就職した人が、仕事や職場のイ

メージと、実際に経験したことの違いに不安や幻滅、喪失感などを強め、離職に至ることもある。
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ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
、
昨
年
、
労
働
者
の

自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
取
り
組

む
企
業
を
対
象
と
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
支
援

企
業
表
彰
２
０
１
２
」
で
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
同
社
の
キ
ャ
リ
ア
支

援
制
度
は
、
次
の
よ
う
な
基
本
方
針
に
基
づ

い
て
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
は
自
分
で
決
め
る
。

●
社
員
は
仕
事
を
通
し
て
自
己
実
現
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

●
社
員
自
身
の
〝
雇
わ
れ
る
能
力
（
エ
ン
プ

ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
）〞
を
高
め
る
。

　

同
社
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
制
度
の
特
色
の
一

つ
が
、
新
人
に
対
す
る
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト

で
す
。
例
え
ば
新
入
社
員
は
入
社
後
約
４
カ

月
間
、
年
齢
が
近
い
ブ
ラ
ザ
ー
・
シ
ス
タ
ー

と
呼
ば
れ
る
先
輩
社
員
か
ら
指
導
を
受
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の
相
談
に
応
じ
て
も
ら
え

ま
す
。
ブ
ラ
ザ
ー
・
シ
ス
タ
ー
は
社
員
か
ら

の
公
募
で
選
ば
れ
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
毎
年

新
入
社
員
数
を
超
え
る
応
募
者
が
い
ま
す
。

　

ま
た
グ
ル
ー
プ
会
社
を
定
年
退
職
し
た

O
B
社
員
が
、
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
全
国
を
回
り
、
入
社
２
〜
３
年
目
の

社
員
と
面
談
し
、
各
種
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
上
司

と
部
下
の
面
談
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
存
在

と
位
置
づ
け
ら
れ
、
面
談
者
だ
け
で
な
く
、

面
談
対
象
者
の
上
司
と
も
話
し
合
い
ま
す
。

　

人
事
部
キ
ャ
リ
ア
開
発
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

担
当
部
長
の
林
雅
子
さ
ん
は
「
キ
ャ
リ
ア
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
有
資
格
の
専
門
家
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
定
年
退
職
ま
で
、
グ

ル
ー
プ
内
の
企
業
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し

て
き
た
人
た
ち
で
す
。
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ

た
助
言
は
と
て
も
貴
重
で
、
相
談
者
た
ち
の

心
の
支
え
と
な
り
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
向
上
す
る
な
ど
の
効
果
が
見
ら
れ
ま

す
」
と
そ
の
効
用
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
す
。

　

早
期
離
職
が
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
で
は
継
続
し
て
離

職
率
が
１
％
未
満
と
極
め
て
低
く
、
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
そ
の
大
き
な
要
因
は
『
人
を
大
切
に
す

る
』
と
い
う
企
業
風
土
に
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
社
員
一
人
ひ
と
り
が
後
輩
を
温
か
く

見
守
り
、
ま
た
同
僚
を
思
い
や
る
と
い
う
意

識
を
も
っ
て
い
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
ら
交
流

会
を
設
け
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
社
風
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
風
土
・
社
風
に
加
え
、

ブ
ラ
ザ
ー
・
シ
ス
タ
ー
や
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
リ
ア
リ
テ
ィ
・
シ
ョ
ッ
ク
の
解

消
と
い
う
点
で
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
」（
林
部
長
）。

　

採
用
活
動
に
お
い
て
も
二
次
面
接
と
三
次

面
接
の
間
に
、
学
生
た
ち
と
社
員
が
一
対
一

で
質
疑
応
答
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
で
は
、
会
社
説
明
会
で
は
で
き
な

か
っ
た
フ
ラ
ン
ク
な
や
り
取
り
が
な
さ
れ
、

学
生
さ
ん
た
ち
の
弊
社
の
事
業
や
社
員
た
ち

の
仕
事
の
進
め
方
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
ま
す
」（
林
部
長
）。

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
で
は
、
長
期
的
な
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た
め
に
全
社
員
が

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
」
に
記
入

し
、
各
部
署
の
調
整
を
図
っ
た
う
え
で
、
人

事
異
動
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
ま
た
自
分
が
働

き
た
い
部
署
に
対
し
て
、
直
接
自
己
ア
ピ
ー

ル
す
る
「
ダ
イ
レ
ク
ト
ア
ピ
ー
ル
制
度
」
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
セ
ミ
ナ
ー
」

や
新
任
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
対
象
と
す
る

「
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
チ
ン
グ
（
指
導
者
）
研

修
」
な
ど
、
年
代
に
合
わ
せ
た
研
修
制
度

が
あ
り
、
若
手
女
性
社
員
が
女
性
管
理
職

と
キ
ャ
リ
ア
形
成
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

う
「
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
の
出
会
い
の
場
」

と
い
う
施
策
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
第
二
の
人
生
に
向
け
て
の
研
修

と
し
て
「
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
研
修
」（
共
済

会
主
催
で
家
族
も
参
加
で
き
る
）、「
ラ
イ

フ
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」（
人
事

部
主
催
）
も
あ
り
ま
す
。

　

職
場
や
会
社
の
枠
を
超
え
て
経
験
を
積

み
、
従
来
と
は
違
っ
た
価
値
観
や
広
い
視

野
か
ら
仕
事
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
用

意
さ
れ
て
い
る
の
が
「
武
者
修
行
研
修
」

で
す
。
こ
の
研
修
は
社
内
・
社
外
・
海
外

の
３
種
類
が
あ
り
、
社
内
と
海
外
の
武
者

修
行
は
公
募
制
で
実
施
さ
れ
、
社
外
の
場

合
は
人
事
異
動
の
一
環
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
己
啓
発
に
関
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
制
度
や
施
策
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
ア

サ
ヒ
ネ
ッ
ト
塾
」
と
い
う
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
講
座
が
あ
り
、
階
層
別
・
役
割
別
の
講

座
を
は
じ
め
、
多
く
の
研
修
メ
ニ
ュ
ー
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
人
・
若
手
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

リアリティ・ショックの解消を図りリアリティ・ショックの解消を図り
離職率１％未満を継続して実現離職率１％未満を継続して実現

わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発

本社所在地：東京都墨田区
事業内容：ビールをはじめとした各種酒類の製造・販売
従業員数：約3,400名

年
代
に
合
わ
せ

多
様
な
研
修
制
度
を
用
意

アサヒビール株式会社
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アサーション・
　　　  トレーニング

　

今
号
か
ら
４
回
に
わ
た
っ
て
、
企
業
研
修

で
も
注
目
を
集
め
て
い
る
「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
の
一
つ
で
す
が
、

そ
の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

人
間
の
行
動
は
す
べ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
例
え
ば
、
会

議
の
と
き
に
、
た
だ
黙
っ
て
座
っ
て
い
て
も
、

周
囲
に
は
「
黙
っ
て
座
っ
て
い
る
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
体
系
的
に
深
く
学
ぶ
機
会
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、「
自
分
も
相
手
も
大

切
に
し
た
自
己
表
現
」
と
い
う
意
味
の
言
葉

で
す
。
日
常
場
面
で
も
仕
事
の
場
面
で
も
、

言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
の
に
言
う
の
を
諦
め

て
後
悔
し
た
り
、
つ
い
強
い
調
子
で
言
い
過

ぎ
て
、
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
前
者
は
言
い
た
い
こ
と
が
あ
っ
た

の
に
そ
れ
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
と
い
う
点

で
「
自
分
を
大
切
に
し
な
か
っ
た
」
と
言
え

ま
す
し
、
後
者
は
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ

た
と
い
う
点
で
「
相
手
を
大
切
に
し
な
か
っ

た
」
と
言
え
ま
す
。

　

自
分
と
相
手
の
両
方
を
大
切
に
す
る
こ
と

は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、
私
た

ち
は
つ
い
つ
い
、
自
分
の
気
持
ち
を
置
き
去

り
に
し
た
り
、
回
り
く
ど
く
言
い
す
ぎ
て
真

意
を
伝
え
そ
こ
な
っ
た
り
、
相
手
や
周
囲
へ

の
配
慮
を
不
足
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
自
分
と
相
手
の
ど

ち
ら
か
一
方
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
偏
り
す

ぎ
ず
、
両
方
を
大
切
に
す
る
、
さ
わ
や
か
で

気
持
ち
の
よ
い
自
己
表
現
の
こ
と
で
す
。

　

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

は
、
基
礎
・
理
論
コ
ー
ス
、
基
礎
・
実

習
コ
ー
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
版
な
ど
い
く
つ

か
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と

も
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
基
礎
・
理
論
コ
ー
ス

の
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
図
の
通
り
で

す
。

　

全
体
は
２
日
間
か
ら
な
り
ま
す
が
、

１
日
目
が
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
的
理

解
を
目
指
し
、
２
日
目
が
具
体
的
な
ス

キ
ル
の
習
得
を
目
指
す
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、
１
日
目
が

頭
で
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
２
日

目
が
身
体
で
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
す

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
１
日
目
は
、
①
ア
サ
ー
シ
ョ

ン
と
は
、
②
自
己
表
現
に
お
け
る
基
本

的
権
利
、
③
認
知
上
の
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
、

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
２
日
目
は
、

①
言
語
上
の
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
（
日
常
会

話
で
の
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
）、
②
言
語
上
の
ア

サ
ー
シ
ョ
ン
（
課
題
解
決
場
面
で
の
ア
サ
ー

シ
ョ
ン
）、
③
非
言
語
上
の
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
、

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
具
体
的
に
は
、
２
日
間
で
ど
ん
な

こ
と
を
学
ぶ
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
エ
ッ
セ

ン
ス
は
、
次
回
以
降
で
詳
し
く
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

参
考
文
献
‥『
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
平
木
典
子
、

日
本
・
精
神
技
術
研
究
所

図　標準カリキュラム

1 日目
10:00

12:30 

◆オリエンテーション

◆アサーションとは
　・3つの自己表現スタイル
　・3つの行動比較

9:30

13:00
 

◆Ｑ＆Ａ

◆言語上のアサーション（日常会話）
　・自分を売り込む
　・頼む・断る

2日目

昼休憩 昼休憩
13:30

16:00

18:00

◆自己表現における基本的権利
　・自己信頼とアサーション
　・基本的アサーション権

◆認知上のアサーション
　・認知とアサーション
　・非合理的思い込み

１日目のふりかえりとＱ＆Ａ

14:00

17:30

 

◆言語上のアサーション（課題解決）
　・課題解決のためのセリフ作り
　　（DESC法）

◆非言語上のアサーション
　・非言語のコミュニケーション
　・感情とアサーション

全体のまとめとＱ＆Ａ



職業研究　2013　夏季号 １８

し
た
作
業
と
、
そ
れ
に
伴
う
簡
単
な
色
彩

の
調
節
及
び
仕
様
積
算
が
で
き
る
ま
で
を

目
指
し
ま
す
。
た
だ
し
、
広
い
意
味
で
言

え
ば
塗
装
の
基
礎
の
基
礎
で
す
。
２
年
間

で
訓
練
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
の

で
、『
卒
業
し
て
か
ら
も
勉
強
し
な
さ
い
』

と
言
っ
て
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
」

(

小
峰
校
長)

　　

同
校
の
熱
心
な
教
育
訓
練
は
、
一
流
の

講
師
陣
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
本

誌
２
０
１
０
年
夏
季
号
で
取
材
し
た
ヤ
マ

ギ
シ
リ
フ
ォ
ー
ム
工
業
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
の
山
岸
純
一
氏
も
講
師
を
務
め

た
こ
と
が
あ
る
。

　

同
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
の
運
営
を
担
っ
て
い
る
第
二

課
長
の
嶋
田
晃
二
氏
は
、「
本
校
の
講
師

陣
に
は
塗
装
の
専
門
家
だ
け
で
な
く
、
日

本
ペ
イ
ン
ト
・
関
西
ペ
イ
ン
ト
と
い
っ
た
、

わ
が
国
を
代
表
す
る
塗
料
メ
ー
カ
ー
の
専

門
家
も
多
数
お
り
ま
す
。

　

講
義
内
容
は
、
日
本
の
よ
う
に
湿
気
が

　

東
京
都
塗
装
高
等
技
術
専
門
校
は
、
東

京
都
塗
装
工
業
協
同
組
合
の
事
業
と
し
て

運
営
さ
れ
、
組
合
員
事
業
所
に
勤
務
し
て

い
る
従
業
員
を
対
象
に
、
２
年
間
の
職
業

訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
渋
谷
駅
か
ら
徒
歩
１０
分
の
と
こ
ろ

に
あ
る
同
校
を
訪
ね
た
。

　　

東
京
都
塗
装
高
等
技
術
専
門
校
は
、
前

身
の
養
成
所
か
ら
数
え
る
と
５０
年
以
上
の

歴
史
が
あ
る
。
１
５
０
０
名
以
上
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
技

能
者
を
絶
え
間
な
く
養
成
し
て
き
た
。

　

小
峰
光
弘
校
長
は
、
同
校
の
教
育
訓
練

の
理
念
に
つ
い
て
「
本
校
は
、
塗
装
技
能

者
と
し
て
の
知
識
と
基
礎
技
能
を
身
に
つ

け
さ
せ
、
職
業
人
と
し
て
の
自
覚
を
体
得

さ
せ
る
と
と
も
に
、
業
界
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
」
と
話

す
。

　

卒
業
生
の
多
く
は
１
級
技
能
士
、
２
級

技
能
士
の
検
定
試
験
に
合
格
し
、
職
業
訓

練
指
導
員
、
施
工
管
理
技
士
等
の
資
格
を

取
得
。
事
業
主
と
し
て
、
あ
る
い
は
組
合

員
の
中
堅
技
能
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　　

塗
装
に
は
、
長
大
な
橋
梁
塗
装
か
ら
自

動
車
塗
装
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分
野

が
あ
る
。

　
「
一
口
に
塗
装
と
言
っ
て
も
、
素
材
や
塗

装
方
法
の
違
い
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
能
・

技
術
が
必
要
で
す
。
本
校
は
、
塗
装
系
の

う
ち
建
築
塗
装
に
特
化
し
た
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
木
部
・
金
属
、
壁
面
の

素
地
ご
し
ら
え
か
ら
上
塗
り
ま
で
の
一
貫

職業能力開発
の

現場から

多
い
土
地
と
中
東
の
乾
燥
地
で
の
塗
装
の

違
い
と
い
っ
た
、
他
所
で
は
な
か
な
か
聞

け
な
い
内
容
で
す
。
訓
練
生
た
ち
は
目
を

輝
か
せ
て
聴
い
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

ま
た「
例
え
ば
浦
安
市
に
あ
る
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
の
お
城
の
よ
う
な
建
物

は
、
塗
装
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
塗
装
を
手
が
け
て
い
る
企
業
の

方
に
講
義
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
訓
練
生

は
塗
装
技
能
者
と
し
て
の
誇
り
が
わ
い
て

く
る
よ
う
で
す
」(

小
峰
校
長)

　　

国
や
東
京
都
は
、
事
業
内
職
業
訓
練
校

に
対
し
て
積
極
的
に
指
導
し
、
か
つ
事
業

主
に
対
す
る
助
成
等
、
財
政
援
助
の
強
化

も
進
め
て
い
る
。

　

最
後
に
小
峰
校
長
は
「
日
本
の
建
設
業

も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
に
取
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
世
界
に
ど
ん
ど

ん
進
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
然
塗
装
業
界
も
同
じ
で
す
。
心
を
新
た

に
し
て
、
一
流
の
若
年
後
継
者
の
育
成
強

化
を
図
っ
て
い
く
の
が
本
校
の
使
命
だ
と

思
い
ま
す
」
と
結
ば
れ
た
。

東京都塗装高等技術専門校

塗装の高等技術を塗装の高等技術を
身につける身につける

設置・運営●東京都塗装工業協同組合
所　在　地●東京都渋谷区鶯谷町19-22　塗装会館 1階
訓練コース●塗装系̶建築塗装科
訓 練 期 間● 2年

〇
建
築
塗
装
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成

〇
多
彩
な
講
師
陣

〇
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
専
門
校
の
使
命

〇
素
地
ご
し
ら
え
か
ら
仕
様
積
算
ま
で
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を
見
直
し
た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
磨
く

な
ど
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
重
ね
た
う
え
で

実
習
現
場
に
臨
む
。
ま
た
実
習
後
の
レ
ポ
ー

ト
も
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
、
他
の
学
生
の
成

果
報
告
を
も
共
有
し
た
中
で
、
大
学
生
活
を

通
じ
て
そ
の
後
の
振
り
返
り
に
活
用
さ
れ
る
。

大
学
で
学
ぶ
意
義
と
目
的
を
確
認
し
て

　

実
習
後
の
体
験
談
で
は
、「
１
年
生
の
早

い
段
階
で
仕
事
の
現
場
を
体
験
す
る
こ
と

は
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
今
後
の
大
学
生

活
の
目
的
意
識
を
明
確
に
し
て
、
自
分
の
可

能
性
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
」「
実
習
先
の

方
か
ら
『
自
分
が
目
指
す
進
路
に
合
っ
た
努

力
が
不
可
欠
』
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

た
。
現
在
は
ま
だ
進
路
が
明
確
で
な
い
の

で
、
早
く
自
分
の
目
指
す
方
向
を
固
め
、

し
っ
か
り
と
目
標
を
も
っ
た
大
学
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
な
ど
、
実
習
成
果
を

裏
づ
け
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

全
国
的
に
見
る
と
、
単
位
認
定
を
行
う
授

業
科
目
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ

い
て
、
大
学
単
位
で
の
実
施
率
は
７０
％
近
く

に
達
す
る
が
、
個
人
単
位
と
し
て
の
実
際
の

学
生
参
加
率
は
２
％
に
も
届
い
て
い
な
い
の

が
厳
し
い
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
本

学
の
「
現
場
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

は
、
毎
年
新
入
生
の
約
２５
％
以
上
が
履
修
す

る
、
本
学
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
不

可
欠
な
存
在
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

自
発
的
な
適
職
発
見
の
実
現
を
支
援

　

こ
の
よ
う
に
、
入
学
直
後
か
ら
「
将
来
の

進
路
拡
大
に
繋
が
る
『
学
び
』
の
重
要
性
の

気
づ
き
」
を
支
援
の
中
心
に
据
え
、
実
際
の

就
職
活
動
時
は
「
専
門
と
適
性
を
活
か
し
た

自
発
的
な
適
職
発
見
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め

の
多
様
な
側
面
の
支
援
を
行
う
。
そ
し
て
学

部
４
年
間
あ
る
い
は
修
士
を
含
め
た
６
年
間

の
長
期
的
視
野
で
、
学
生
の
職
業
的
未
来
の

準
備
・
形
成
を
促
す
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
」

を
実
現
し
、
本
学
が
目
指
す
学
力
・
能
力
に

基
づ
い
た
就
業
力
の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

　

世
間
一
般
の
傾
向
で
言
え
ば
、
多
く
の
学

生
は
、
進
路
に
不
安
を
も
ち
つ
つ
も
社
会
と

距
離
を
お
き
、
自
分
を
見
つ
め
、
真
剣
に
将

来
を
考
え
る
こ
と
が
少
な
い
ま
ま
年
次
を
重

ね
、
就
職
活
動
の
時
期
を
迎
え
る
。
そ
し
て

就
職
活
動
が
始
ま
っ
て
社
会
の
厳
し
い
現
実

に
直
面
し
、
初
め
て
そ
の
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ

と
学
生
生
活
の
重
要
さ
に
遅
ま
き
な
が
ら
気

づ
き
、
や
り
直
し
の
で
き
な
い
後
悔
か
ら
悩

み
悶
え
苦
し
む
学
生
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
さ
せ
る
た
め
に

も
、「
就
職
活
動
時
期
の
後
ろ
倒
し
」
の
主

旨
を
大
学
界
と
し
て
重
く
受
け
止
め
、「
意

識
し
て
」「
計
画
的
に
」「
目
標
を
も
っ
て
」

充
実
し
た
大
学
生
活
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
こ

そ
が
、
大
学
界
全
体
と
し
て
の
重
要
な
使
命

で
あ
る
と
強
く
認
識
し
て
い
る
。

●●
首
都
大
学
東
京

首
都
大
学
東
京

首都大学東京における首都大学東京における
キャリア形成支援キャリア形成支援

　
「
大
都
市
に
お
け
る
人
間
社
会
の
理
想
像

の
追
求
」
を
理
念
に
掲
げ
る
首
都
大
学
東

京
は
、
東
京
都
立
大
学
な
ど
の
都
立
四
大

学
が
統
合
し
て
２
０
０
５
年
に
誕
生
し
た
。

英
国
の
教
育
専
門
誌
「
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
」
の
最

新
の
「
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、

日
本
の
大
学
の
う
ち
７
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
、

世
界
１
万
５
、０
０
０
校
の
大
学
の
中
で
は

２
６
６
位
と
、
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。

現
場
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

本
学
の
最
大
の
特
徴
は
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
（
教
養
教
育
）
重
視
の
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
あ
り
、
大
学
の
学
び
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ

け
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

の
要
で
あ
り
起
点
と
な
る
の
が
、「
現
場
体

験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
単
位
認
定
）」

で
あ
る
。
こ
れ
は
１
年
次
か
ら
履
修
が
で

き
、
都
や
市
区
な
ど
の
地
方
自
治
体
や
民
間

企
業
な
ど
へ
の
派
遣
体
験
を
通
じ
て
、
大
学

生
活
で
の
学
び
の
意
義
を
確
認
す
る
こ
と
が

最
大
の
目
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
入
学
後

初
め
て
の
夏
季
休
暇
と
い
う
最
も
早
い
段
階

か
ら
、
社
会
の
実
際
に
直
接
触
れ
、
実
体
験

す
る
こ
と
で
、
大
学
で
こ
れ
か
ら
学
ん
で
い

く
動
機
づ
け
と
使
命
感
を
自
ら
得
る
の
が
狙

い
な
の
で
あ
る
。

　

学
生
は
、
豊
富
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
や
ガ

イ
ダ
ン
ス
授
業
に
沿
っ
て
、
実
習
先
の
実
態

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
創
意
工
夫
し

て
調
べ
、
自
ら
の
実
習
目
標
を
独
自
に
設
定

す
る
。
数
度
に
わ
た
る
仲
間
と
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
交
え
て
目
標
達
成
へ
の
プ
ロ
セ
ス

首都大学東京　学生サポートセンター
キャリア支援課長

関　幸彦
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　　　　　　　　　　　　               東京都立晴海総合高等学校　キャリアカウンセラー

千葉吉裕

キ
ャ
リ
ア
指
導
の
現
場
か
ら 

⑲
　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変
化
が
早
す
ぎ
て
、
対

応
が
追
い
つ
か
な
い
。

　

２
０
０
９
年
に
爆
発
的
な
普
及
が
始
ま
っ

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
高
校
生
の
間
で
も

大
流
行
だ
。
歩
行
中
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

夢
中
に
な
っ
て
怪
我
を
す
る
事
故
も
相
次
い

で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
は
、
魅
力
的
な
商
品
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
そ
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ

て
い
る
人
は
、
日
本
国
内
に
留
ま
ら
ず
、
全

世
界
の
人
々
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
特
徴

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
携
帯
電
話
で
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
今

ま
で
以
上
に
身
近
に
な
り
、
ネ
ッ
ト
上
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
頻
度
は
高
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
変
化
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
も
ビ

ジ
ネ
ス
も
一
変
し
た
。
情
報
の
獲
得
方
法
の

変
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
ト
は
大

幅
に
低
下
、
人
工
知
能
の
ア
シ
ス
ト
に
よ

る
情
報
分
析
の
質
と
速
さ
の
改
善
等
々
、
起

こ
っ
て
い
る
現
象
を
挙
げ
れ
ば
切
り
が
な

い
。
こ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
に
よ
っ
て

生
じ
る
社
会
を
想
像
す
る
と
、
便
利
で
快
適

な
未
来
の
到
来
が
楽
し
み
に
な
る
一
方
で
、

変
化
に
取
り
残
さ
れ
る
不
安
も
高
ま
っ
て
く

る
。

　

歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
産
業
革
命
に
よ
っ

て
機
械
工
業
が
も
た
ら
さ
れ
た
時
、
手
工
業

の
熟
練
工
は
職
を
失
い
、
機
械
打
ち
壊
し
の

運
動
ま
で
起
こ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
機

械
を
破
壊
し
た
と
こ
ろ
で
、
産
業
革
命
前
の

生
活
に
戻
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
に
は
抗
え
な
い
、
受
け
入

れ
る
し
か
な
い
。
す
る
と
、
未
来
に
生
き
る

た
め
に
は
、 

変
化
を
予
想
し
、
主
体
的
に
未

来
を
切
り
開
く
態
度
を
備
え
る
し
か
な
い
。

し
か
も
、
進
化
の
飛
躍
的
な
ス
ピ
ー
ド
に
対

応
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
の
ん
び
り
し
て
い

る
暇
も
与
え
て
く
れ
な
い
。
過
去
に
対
応
策

を
探
し
て
も
、
教
訓
は
学
べ
て
も
、
新
た
な

問
題
だ
け
に
答
え
は
見
つ
か
ら
な
い
。

　

で
は
、
こ
の
激
変
を
国
は
予
想
し
て
い
な

か
っ
た
か
の
か
と
問
え
ば
、
答
え
は
「
No
」

だ
。
平
成
７
年
４
月
、文
部
大
臣
（
当
時
）
は
、

中
央
教
育
審
議
会
に
、「
２１
世
紀
を
展
望
し

た
我
が
国
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
諮

問
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
平
成
８
年
７
月
、

答
申
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
示
し
た
。

　
「
い
か
に
社
会
が
変
化
し
よ
う
と
、
自
分

で
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
し
、
よ
り
よ
く
問

題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
で
あ
り
、
ま
た
、

自
ら
を
律
し
つ
つ
、
他
人
と
と
も
に
協
調
し
、

他
人
を
思
い
や
る
心
や
感
動
す
る
心
な
ど
、

豊
か
な
人
間
性
で
あ
る
と
考
え
た
。
た
く
ま

し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
や
体
力
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
我
々
は
、

こ
う
し
た
資
質
や
能
力
を
、
変
化
の
激
し
い

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
﹇
生
き
る
力
﹈
と
称
す

る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
は

ぐ
く
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

た
」

　

約
２０
年
前
に
、
こ
の
変
化
を
予
想
し
、
子

ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
さ

せ
よ
う
と
し
て
き
た
。
こ
の
答
申
を
受
け
て

改
革
さ
れ
た
教
育
を
受
け
て
き
た
人
た
ち

は
、
こ
の
劇
変
す
る
社
会
の
到
来
に
決
し
て

驚
か
ず
、
果
敢
に
、
変
化
に
挑
戦
し
て
い
る
。

社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
は
た
く
さ
ん
育
っ

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
改
革
か
ら
取
り
残

さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る

こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

　

産
業
革
命
と
同
様
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

人
の
労
働
を
急
速
に
奪
う
現
実
が
見
え
て
く

る
。
消
失
す
る
業
界
だ
っ
て
あ
る
だ
ろ
う
し
、

大
量
の
失
業
者
も
生
じ
る
だ
ろ
う
。
新
し
い

職
業
へ
の
転
職
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
れ
ば
よ

い
の
だ
ろ
う
が
、
旧
来
の
技
術
と
違
い
過
ぎ

る
の
で
簡
単
に
は
対
応
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

加
え
て
、
生
産
効
率
が
大
幅
に
向
上
す
る
の

で
、
新
た
な
雇
用
よ
り
も
、
失
業
す
る
人
数

が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
貧
困
へ
の

恐
怖
、
現
実
に
な
ら
な
け
れ
ば
よ
い
の
だ
が
。

寒
い
冬
の
到
来
に
対
し
準
備
し
な
か
っ
た
キ

リ
ギ
リ
ス
と
、
堅
実
に
準
備
し
た
ア
リ
の
イ

ソ
ッ
プ
童
話
の
教
訓
が
頭
を
よ
ぎ
る
今
日
こ

の
頃
、
遅
れ
て
も
気
が
付
い
た
ら
、
変
化
へ

対
応
を
今
す
ぐ
に
始
め
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

ロ
ン
ド
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
教
授
、

リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト
ン
氏
は
著
書
『
ワ
ー
ク
・

シ
フ
ト
』
の
中
で
、「
先
進
国
を
含
め
て
世

界
中
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
貧
困
層
が
出
現
す

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
で
求
め
ら
れ
る
高

度
な
専
門
技
能
を
も
た
ず
、
高
齢
化
が
進
む

都
市
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る

技
能
と
意
思
も
な
い
人
た
ち
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
下
層
階
級
に
な
る
」
と
記
し
て
い
る
。

変
化
対
応
を
怠
れ
ば
、
多
く
の
人
が
不
幸
に

陥
る
に
違
い
な
い
。
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アスペルガー症候群への理解と対応

　発達障害者支援法が2005年 4月に施行されて以来、教育

現場でも「適切な教育支援と支援体制の整備等の必要な措

置を講じるものとする」（「発達障害者支援法の施行につい

て」第2-7）の観点から、障害をもつ児童生徒学生への支援

が徐々に広がってきました。

　一昨年福岡で行われた日本心理臨床学会の懇親会で、某

大学の学長が「今、大学で最も問題となっているのは、発

達障害、特にアスペルガー症候群を呈する学生への支援で

ある」と語っていたのが印象深い。

　学校に通う子どもたちに散見する発達障害は、「自閉

症（PDD）」、「注意欠陥多動性障害（ADHD）」、「学習障害

（LD）」の 3つが主なものです。

　2012年12月に発表された文科省の「公立小中学校の通常

クラスに在籍する特別支援を必要とする児童生徒に関する

調査」によると、6.5%の割合で発達障害の児童生徒がいる

可能性が明らかになりました。同様の調査は2002年にも行

われ、その時も6.3%の結果が出ています。学習面や行動面

で著しい困難を示し、特別支援を必要とする子どもたち

が、1クラスに平均 2人はいるのです。

　知的遅れのない自閉症を高機能自閉症と呼びますが、さ

らに言葉の遅れも3歳児検診などで見つからない、比較的

軽い自閉症のレベルをアスペルガー症候群と言います。

　コミュニケーションや社会性に重い障害を持った自閉症

児は、精神科医レオン・カナーによって1943年に発見され

ました。

　その翌年、コミュニケーションが苦手で常同行動や強い

こだわりを示し、一見自閉症児と同様の社会的困難を抱え

てはいるが、知的や言葉の遅れはなく、かつ独創的とも言

えるユニークな能力を持ち得る一群の子どもたちの存在が

発表されました。この論文を記したのが、オーストリアの

小児科医、ハンス・アスペルガーでした。彼は20年以上も

の臨床的経験の中から、アスペルガー症候群の子どもたち

を見出したのです。

　アスペルガー症候群の特徴は、①周囲と話がかみ合わ

ず、対人関係がうまくいかない、②こだわりが強い、③い

つもと違う出来事や突発的な変更に弱い、④音やにおいに

敏感、⑤ユニークで優れた能力を持つ、⑥好きなことは徹

底的にやり続ける、等がその主なものです。

　今は高校生に成長したA君も、いつも一人で砂遊びや一

輪車で遊んでいたアスペルガー症候群の小学5年生でした。

「どうせ悪口を言われ、いじわるされるだけだ」と言って、

クラスに入れず、学校へ来ても隣の空き教室で、苦しんで

いました。

　その年、その学校へ初めて赴任した私は、その空き教室

で彼と初めて対面しました。シューティングが好きな彼

は、その時もさかんに掃除道具やゴムを飛ばしてきたの

を、昨日のことのように覚えています。

　以来、彼を攻撃するクラスの悪童たちの牙を折りつつ、

トラブルが多いA君を、担任教諭と連携して支援しました。

この担任H教諭は、いろいろな問題行動を温かく無視しな

がら、彼も大事な級友の一人だという雰囲気を、クラス内

に培っていきました。

　それまで学校不信でいっぱいだった母親とも、定期的に

面接を続けました。障害を持つ子どもの親は、愛情深い親

ほど、わが子を守ろうとし、学校への要求も厳しくなりま

す。その背景には、「自分の子に申し訳ない」という罪障感

もあるといえるでしょう。

　A君の母親は、カウンセリングを続ける中で、何をする

ことがA君にとって良いのかを理解してくださるようにな

りました。毎日のように、彼のリソースや少しでも進歩し

たところを、担任が母親に連絡し続けてくれたこともあっ

て、次第に学校を信頼するようになっていきました。そう

して、Ａ君は、当初「あんな怖い先生のクラスは嫌だ」と

言っていたのが、「あの先生にほめられたい」という意識へ

と変わっていったのです。

＜つづく＞

東京都スクールカウンセラー（臨床心理士）　金屋光彦
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私
は
、
委
託
訓
練
校
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
求
職
者
の
就
職
支
援
に

就
い
た
後
、
平
成
２０
年
に
開
所
し
た
「
さ
ぬ

き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
ニ
ー

ト
状
態
に
あ
る
若
者
の
職
業
的
自
立
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
若
年
者
向
け
キ
ャ
リ
ア
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
現
場
に
お
け
る
私
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
若
年
者
を
安
定
的
就
業

に
導
く
た
め
に
、
働
く
意
義
の
理
解
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
就
業
意
欲
を
喚
起
し
、
職
業

生
活
設
計
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
職
業
選
択
を

自
己
決
定
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
」
で

す
。

　

大
変
難
し
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
が
、
若
者

か
ら
と
て
も
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
特
に
印
象
深

い
事
例
を
、
個
人
情
報
に
配
慮
し
て
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
支
援
に
至
る
ま
で

　

Ａ
君
は
、
小
学
校
の
時
、
両
親
が
離
婚

し
、
父
親
・
祖
父
母
と
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。
あ
る
こ
と
が
き
っ
か
け
で
高
校
１
年
か

ら
不
登
校
と
な
り
、
１
年
留
年
し
た
後
、
高

校
を
退
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
父
親
と
も

断
絶
し
、
引
き
こ
も
り
状
態
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
父
親
の
支
援
を
県
教
育
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
、
Ａ
君
の
支
援
を
高
校
の
先
生
が
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
１０
年
先
を
考
え
た
ら
吐
き
そ
う

に
な
る
」
と
い
う
Ａ
君
の
言
葉
か
ら
、
自
立

に
向
け
た
意
欲
の
発
端
を
敏
感
に
察
知
し
た

高
校
の
先
生
が
、
本
人
の
了
解
を
得
て
、
さ

ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
支
援

の
要
請
を
さ
れ
ま
し
た
。
高
校
・
教
育
セ
ン

タ
ー
・
さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
支
援
チ
ー
ム
を
作
り
、
経
緯
の
確
認
と

役
割
分
担
を
決
め
、
自
宅
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
を
開
始
し
ま
し
た
。

●
支
援
の
経
緯

　

初
回
は
、
Ａ
君
と
一
番
信
頼
関
係
の
あ
る

高
校
の
先
生
と
同
行
し
、
自
宅
を
訪
問
し
ま

し
た
。「
感
情
は
ど
う
か
？
」「
誤
っ
た
認
知

を
し
て
い
な
い
か
？
」「
行
動
は
で
き
て
い

る
か
？
」
の
３
点
に
絞
り
、
見
立
て
て
い
き

ま
し
た
。
Ａ
君
の
表
情
は
硬
く
、
自
尊
感
情

の
喪
失
と
「
で
き
な
い
」
と
い
う
認
知
で
動

け
な
い
状
態
で
し
た
。
唯
一
、
反
応
が
見
ら

れ
た
の
が
、
以
前
取
り
組
ん
で
挫
折
し
た
ギ

タ
ー
で
し
た
。
私
は
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ギ
タ
ー

に
設
定
し
ま
し
た
。「
ス
ー
パ
ー
理
論
」
に

お
け
る
ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
・
レ
イ
ン
ボ
ー

の
中
の
「
余
暇
」
の
ラ
イ
フ
ロ
ー
ル
に
取
り

組
む
こ
と
で
、「
学
生
」「
職
業
人
」
へ
の
意

欲
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
、
自
宅
へ
の
訪
問
で
は
Ａ
君
と

二
人
三
脚
で
、
ギ
タ
ー
練
習
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
Ａ
君
の
父
親
と
祖
父
母
に
は
、
ギ

タ
ー
練
習
に
取
り
組
む
ね
ら
い
を
説
明
し
、

家
庭
で
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
初
め

は
順
調
に
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
壁

に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
以
前
挫
折
し
た
コ
ー

ド
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
な
い
の
で
す
。「
絶
対

無
理
」
と
言
い
、
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
例
外
を
探
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
今
ま
で
に
、
で
き
な
い
と
思
っ
て
た
の

に
で
き
た
こ
と
な
い
？
」
と
聞
く
と
、
自
動

車
学
校
で
で
き
な
か
っ
た
運
転
操
作
が
、
１０

回
目
を
超
え
た
く
ら
い
か
ら
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。「
で
き
な

い
」
と
い
う
認
知
が
「
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
」
に
変
わ
っ
た
よ
う
で
し
た
。
Ａ
君
は
、

挫
折
し
た
コ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
に
挑
戦
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
君
と
二
人
の
練
習
が

続
き
、
１
カ
月
目
に
、
遂
に
課
題
曲
が
完
成

し
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
Ａ
君
は
表
情
も
豊
か

に
な
り
、
自
信
も
取
り
戻
し
、「
で
き
な
い
」

と
い
う
認
知
か
ら
も
解
放
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
自
然
と
行
動
に
移
っ
て
い
き
ま

し
た
。
感
情
・
認
知
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
行

動
の
変
化
を
生
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
経
験
が
な
か
っ
た
Ａ
君
が
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
通
信
制
の
高
校
に
再
入

学
す
る
こ
と
が
、
次
の
目
標
に
な
り
ま
し

た
。
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加
し
、
そ

の
ま
ま
ア
ル
バ
イ
ト
に
移
行
し
ま
し
た
。
ア

ル
バ
イ
ト
先
の
評
価
も
良
く
、
順
調
に
進
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
２

カ
月
目
に
入
っ
た
頃
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
け

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

 

私
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
と
Ａ
君
の
調
整
を

行
い
、
突
然
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
Ａ
君

の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
な
が
ら
約
１
カ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
支
援
計
画
を
練
り
直
し
、
次
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
頃
、
高

校
の
先
生
か
ら
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
Ａ
君

が
、
断
絶
し
て
い
た
父
親
と
一
緒
に
通
信
制

高
校
の
入
学
説
明
を
聞
き
に
行
っ
た
と
い
う

の
で
す
。
嬉
し
か
っ
た
反
面
、
私
は
驚
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
私
自
身
の
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
Ａ
君
の
成
長
、
適
応
へ
向
か
う
欲

求
を
本
当
に
信
じ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
。

　

Ａ
君
は
目
標
ど
お
り
通
信
制
高
校
に
入
学

し
、
再
出
発
を
し
て
い
ま
す
。
Ａ
君
か
ら
は

本
当
に
大
切
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
は
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
の
自
分
を
見
直
し
、
再
び
原
点
に

返
っ
て
、
次
の
若
者
の
自
立
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

クライエントから学んだ
信じる力

キャリアカウンセリングの現場から vol.２０̶１

さぬき若者サポートステーション　総括コーディネーター
　２級キャリア・コンサルティング技能士

鷲
す み

見典彦

●「キャリアカウンセリングの現場から」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。
（雇用問題研究会ホームページ）http://www.koyoerc.or.jp/career.html
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読者プレゼント

就職活動サポートツール「RCC就職レディネス・チェック」は、学生が自分の就職活動への取り組み状況（準備度）を客観的に点
検し、モチベーションをアップさせたり、行動を促すことで、今後の活動に活かすことを目的としています。就職のためのステップである
「就活」という課題に取り組む体験を、知恵を身につけ、成長するための学習の機会とする、という考え方に基づいて開発されました。
このツールを、大学・短大での就職ガイダンスなどでいかに効果的に活用するかを学び、就職支援プログラムとの関連などについ
て考えます。

対　象 大学・短大のキャリア指導・就職指導担当者及び相談業務担当者
 ハローワーク等相談機関の相談業務担当者

（１） 開発の背景と経緯
　就職支援の問題／学生の課題とＲＣＣとの関係
（２） ＲＣＣの実施と解説
　実施と採点、ワークブック記入／尺度の解説
（３） ＲＣＣの活用方法
　活用場面とそのポイント／グループ討議
（4） ＲＣＣの活用について
　事例発表：成城大学キャリア支援部 （就職ガイダンスにおける活用方法、成城大学における導入プロセス）
　ＲＣＣと他の支援ツールとの組み合わせ：ＶＲＴ、ＧＡＴＢ

＊終了後、個別相談を承ります。
＊内容は変更することがございます。
＊お申込みが最少実施人数に達しない場合、開講を中止することがあります。

雇用問題研究会 会議室（中央区日本橋馬喰町1-14-5 日本橋Kビル2F）会　場

6,000円（税込み・資料代を含む）受講料

9月5日（木） 午前９時 （ただし定員になり次第、締め切ります）申込み締切

内　容

2013年9月12日（木）13:00～16:30 （受付は12:30から）

渡辺三枝子氏（筑波大学名誉教授／RCC就職レディネス・チェック 監修）

日　時

講　師

就職レディネス・チェック
を活用した就職支援プログラムセミナー

大学・短大キャリアセンターでの就職支援者のための

2013年9月12日（木） 13:00-16:30
雇用問題研究会 会議室 （東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5 日本橋Kビル２F）

好評受付中

RCC 大学等関係者
向けセミナー

●お申込みは
ホームページ
からどうぞ

お申込みはホームページから

http://www.koyoerc.or.jp

本誌読者の方に、当会発行のキャリア教育や職業能力開発関連図書をプレゼントいたします。
雇用問題研究会のホームページ内「職業研究」ページにあるアンケートにご記入いただき、ご希望の図書
1点をチェックの上、ご送信ください。（応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。）
締切等詳しくはホームページでご確認ください。 → http://www.koyoerc.or.jp
編集部では、今後の誌面作りに役立てるため、読者の皆様の声をお待ちしております。
取り上げてほしいテーマ、企画等ございましたら、ぜひお寄せください。
●「職業研究」ページでは、2004年以降の本誌バックナンバーのすべての記事がPDFファイルでご覧いただけます。

キャリア教育、職業能力開発関連図書をプレゼント！
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BOOKS
人事・労務担当者のための

うつ病休職者の失敗しない職場復帰のために
大西　守・黒木宣夫・五十嵐良雄　編著
A4判／ 144ページ●定価 1,890円　ISBN978-4-87563-258-0
●事業場外の専門施設による復職支援の活用の仕方を詳解した、専門家によるリワーク活用マニュアルの決定版

障害者の就業支援に取り組む方のために
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　編

A5判／ 274ページ●定価 1,680円　ISBN978-4-87563-260-3
●障害者の就業支援に取り組む方への入門書

  
職業能力開発総合大学校名誉教授　道脇正夫　著
B5判／ 456ページ●定価 2,940円　ISBN978-4-87563-257-3
●障害者の職業教育訓練、職業リハビリテーションを詳解、新たに問い直す著者の集大成

MAGAZINES

障害者と雇用
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　編／月刊（毎月25日発行）／A4判／ 36ページ●1部135円（送料80円）

●障害者雇用企業の職場ルポ等最新の雇用事例を中心に紹介する障害者雇用啓発誌

TOOLS

原著者　Samuel H. Osipow, Ph.D./Arnold R. Spokane,Ph. D.
日本版著者　岡山大学教授　田中宏二／筑波大学教授　渡辺三枝子

（肩書は開発当時のものです。）

１名分●735円（質問用紙、回答／採点用紙、結果の見方・対処の仕方）
手引●1,050円

●働く人の職業ストレスを診断し、職場環境の改善を援助するメンタルヘルス用チェック・ツール

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　編

チェックリスト●180円
手引 ［採点盤付き］●1,000円

●職場で働くための準備がどの程度整っているかを把握し、障害者の職業相談や支援の手がかりに（教育、就業支援機関用）

　●価格はいずれも消費税込みです

Web版
近日受付
開始予定

リワーク活用マニュアル

新版 就業支援ハンドブック

障害者の職業能力開発 [改訂新版]

OSI職業ストレス検査

障害者用 就職レディネス・チェックリスト

働く広場




